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戰いに敗け r も挫けず 

何度も果敢に挑戦し続けるときも、 

熱く、まばゆく燃え続ける。 

熾烈な戦いのなかで、 

すべての敵を烧き尽くしてしまうまで。 



■ 日本リーグ唯一の公式試合球 
■ 全日本実業団連盟主催大会唯一の公式試合球 

32 H 312 Y ヌエパ¥6,825(本体価格 ¥6, 500) 

国際公認球.検定球.繹い.人工皮革. 3 号球 
カラー (Hxst) 

32 H 212 Y ヌエパ ¥6,615(本体®格 ¥6,300) 

国際公認球 • 横定球‘縫い.人工皮革. 2号球 
カラー(黄 x 黒） 

(掠13の■格はメーカー希望小売価格） 








2015 年度始動 

普及、育成、強化、そして北取へ 
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北京オリンピックへの挑戦は、すでに始まっています。アテネ出場を逃した悔しさをパネに、謙 
虚に反省すべきところは反省をし、新たな道筋をつけていかなければいけません。協会としても 
20年ぶりのオリンピック出場を果たすため、日本ハンドボール界の至宝である蒲生晴明氏を強化 
本部長に就け、大いに腕を振るっていただくため、協会も強力にバックアップしていきます。もち 
ろん協会だけでは目標を達成することはできませんので、日本リーグ企業、 J 0 C をはじめ、「がん 
ばれハンドボール10万人会」の皆様にも幅広くご支援いただくことが不可欠です。 

オリンピック出場は、長年の課題であるハンドボール界全体の底上げに、最も早くつながると考 
えています。オリンピックの舞台で活躍することができれば、日本国民に感動を与え、多くの少年 
少女が、明日のオリンピック選手を目指すことでしよう。また、選手以外についてもハンドボール 
競技のスピード、激しさ、戦略性といったものに魅了された観衆が増えれば、実際に競技会場へ足 
を運んでいただけると思います。 

そこで、2005年度の活動については次のように考えています。 

1. 現在進めているプロジェクト21構造改革を強力に推進し、将来に渡って強 
化と普及の土台を築きます。 

2. 協会の諸事業を三つの事業％に連動し、効率的に予算化します。また、マーケ 
ティング事業による収入の増大や協賛金の獲得、登録制度の見直しによって 
財源の確保をします。 

3 . ハンドボールをする人や見る人を育成するとともに、ハンドボール競技その 
ものを支え、運営していく次代を背負う人材の育成をします。 

また、長期的な強化策は NTS (ナショナル • トレーニング•システム）を中心として活動をし 
ていきます。小さい頃から学校教育やクラブを通じてハンドボールに親しんでもらい、小学生•中 
学生•高校生と成長していくそれぞれの段階で、いかに有望な選手を探し出し、効果的な指導を行 
うかが重要です。そして、目標は常に世界です。それぞれ若い頃より世界の舞台を経験して、世界 
のレベルを肌で感じることができれば、世界の一流選手を相手にしても気おくれすることなく、自 
分の本来の力を発揮することができるでしよう。 

美際、ジュニアはもとより、小学生も韓国との交流試合を行っています。世界を意識しながら育 
った子供たちが、どんなプレーを見せてくれるか大変楽しみです。 

※三つの 事業とは、オリンピックプロジェクト、 NTS 、 ジュニア3000プロジェクト 


(財）日本ハンドボール協会会長渡邊佳英 
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度事業計画 



平成17年4月1日 （財）日本ハンドボール協会 


1,普及•指導に関する事業 

. ♦•一 辱 *' j I __ - * - »- __DJ -Tr 一：ミ：：：ご 

《普及関係》 

【基本方針】 

1. 普及委員会 

① 普及プロジェクト21推進会議の設置 
• ブロック会議 

少年 チームの 実態、創設の方法、指 
導者育成、ネットワークの構築 

② 公認指導者体系の整備 

③ 普及施策の検討 

• U-15 対策会議（中学生大会実施検 
討） 

• 地区大会•交流会の開催 
• 異種目 スポーツとの 連携事業 

2. 小学生専門委員会 

① /J、 学生を中心としたジュニアチーム 
の育成 

• 市町村協会でのスポーツ教室、スポ 
ーツクラブの育成 

• 郡市町村ハンドボール協会の設立、 
促進 

• チーム登録の徹底 

3. 学校体育ハンドボール検討専門委員会 

① 指導要領対策 

② 小学校における教科体育ハンドボー 
ル授業の実践推進 

③ 小•中•高の教科体育における一貫指 
導体系の確立 

4. 中学生専門委員会 

① チーム登録の徹底 

② 指導者養成、チーム育成事業の充実 

5. 生涯 ハン ドボール体系の確立 

① ビーチハンド ボールの 普及 
• 全国大会の開催 

② マスターズハン ド ボールの 普及 

③ 車椅子ハンドボール等の支援 

6. 女性委員会（プロジェクト） 

① 女性指導者の把握を目的として、平 
成17年度協会登録チームを対象に 
質問紙調査を実施する。 

② アンケートを集計、結果のフイード 
バックは都道府県協会女性委員会担 
当窓口宛。 

③ 普及 • 育成の観点から今後の活動計 
画を決定する。 

【重点施策】 

1,/J ヽ学生チームの運営研究 
• 小学生専門委員会を中心としてスポ 
ーツ教室、クラブチーム、ブロック 
•都道府県における小学生チームの 
組織化 

• ブロック大会の充実 


• 大会運営方法の検討 

2. 小学校教科 ハンドボールの 普及と次期 
指導要領改訂対策 

• 実践研究発表会の充実（第1期〔平 
成15、16年度〕実践19校報告） 

• 研究指定校制度の継続、報告書のま 
とめ 

• 発育発達に応じた指導マニュアルの 
作成 

3. 中学生チームの普及と活性化 
• 全国中学生大会の実施 

•(財）日本中学校体育連盟との連携 

• NTS との連携 

4生涯 ハン ドボール体系への基盤整備 
. 少年 スポーツ 教室•クラブの充実•マ 
スターズ大会の充実 
5. ビーチハン ドボールの普及 
• 講習会の開催、審判員の養成 
《指導関係》 

【基本方針】 

1. 指導者の育成 

① 指導組織の整備 

② 都道府県における日本協会公認 J 級 
指導員及び（財）日本体育協会公認 
ハンドボール指導員の養成 

③ コーチレフェリーシンポジウムの開 
催 

④ 大学における（財）日本体育協会公 
認 ハンドボールコーチ 専門科目認定 
コースの 設置について 

⑤ 講習会講師の育成と組織整備 

2. 公認指導者の義務づけについて 

3. 海外派遣による研修と情報収集 

4. 技術•指導情報の広報 

5. NTS との連携 
【重点施策】 

1. 日本協会公認 J 級指導員養成、（財） 
日本体育協会公認ハンドボール指導員 
養成講習会の実施 

• U-1 9までの指導体系の確立 

2. コーチシンポジウムの開催 
• 上級指導者養成 

3. 公認指導者組織の整備 

• 各ブロック•都道府県における研修 
体系の確立 

4. NTS との連携 

2.競技運営に闋する事業 
【基本方針】 

1.日本協会主催、共催大会及び国際大会 
j の管理運営にあたる。 

: 2.大会運営、競技運営の組織化を具体化 

i する0 


3. 大会システムの再編を図る。 

4. 競技用具検定制度の推進及び整備を図 
る。 

5. 国民体育大会の活性化、簡素化、効率 
化の推進を図る。 

【重点施策】 

1 . 各加盟団体の競技委員会組織の確立と 
組織的運営にあたる。 

2. 大会運営、競技運営の組織化を図るた 
めにも競技役員の資質向上をめざし、 
養成を図るとともに、運営の普遍化を 
具体化する。 

3. ジャパンオープントーナメント、年令 
別大会の組織化を図る。 

4. 競技用具の検定制度の推進及び整備を, 
図るとともに、大会における検定•公 
認用具、検定‘公認備品使用の徹底を 
図る。 

5. 国民体育大会に関する諸問題を整理検 
討する。 

6. 競技運営マニュアル平成 17* 18年度 
版の発行 

3. 国際に関する事業 

【基本 方針】 

1. 世界大会出場時の支援（連絡 • 交渉 • 
情報収集など） 

2. 国際ハンドボール連盟への貢献 

3. アジアハンドボール連盟への貢献 

4. 東アジアハンドボール連盟への支援 
【重点施策】 

1 . (財）日本ハンドボール協会の国際的 

地位向上 [ 

• IHF の役員、委員となる環境を整え 
るため、 IHF 開催の大会、会議等に 
国際委員を派遣(年間2回又は2名） 
する。 

• AHF.EAHF の役員、委員として AHF. 
EAHF 開催の大会、会議等に国際委 
員を派遣（年間2回又は2名）する。 

• 国際会議•大会等で各国代表等と交 
流し、日本に対する理解を深める。 

2. 外国の情報を収集 

• 試合ビデオなどの各国情報を収集す 
る。 

• 国•地域などで開催される大会など 
の情報を入手する。 

• 西欧•東欧 • 北欧•アフリカ•中近 
東 • 東アジアの情報収集のための拠 
点 （JICA、 現地日本人会との連携) 
を作る。 

3. 東アジア地区の連携強化 

• 競技会実施のための支援 
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• コーチ • レフ ヱ リー研修会等の支援 

4.国際大会、海外交流の支援 
• 国際大会出場チーム、海外派遣選手 
の支援 

• 国際会議、研修会等の派遣役員の支 
援 

4競技規則（審判)に関する事業 

【基本方針】 

1. 審判員の資質の向上 

日本のハンドボール技術向上は、審 
判員の技術向上があって実現する。 
トップレフェリーを含め全体のレべ 
ルアップを図る。 

このためには、コーチ及びプレーヤ 
一と コミュニケー シヨ ンを図る必要 
があり、トップレフヱリー研修会に 
多くの コーチの 参加を促し、その実 
現を図る。 

2. 競技規則運用の精度を高める 

競技規則改正年度にあたり、8月1 
日施行に向けての伝達の徹底を図る 
ため、審判合同会議 • 全国審判長会 
議等での伝達、また競技規則運用面 
での問題の吸い上げをはかり、国 
内外での大会に支障のない状態を作 
る 0 

3. 審判員の評価活動 

研修会 • 講習会の成果確認と新たな 
課題の把握•評価を行うため、審判 
員審査指導委員を多くの大会に派遣 
し、現状の指導ポイント課題を探る。 
【重点施策】 

1. 視聴覚教材の充実 

審判員の資質向上を図る有効手段と 
して 、 VTR • DVD 等の視聴覚を駆 
使することは最も有効手段と考え 
る。そのため機材の充美とスタッフ 
の充実を図り、全国からの問題映像 
を編集し見解を統一していく。 

2. NTS とタイアップした講習会の充実 

全国大会担当審判員、日本リーグ担 
当審判員及び技術指導者を一堂に集 
めた従来のトップレフェリー研修会 
の継続と、 NTS ブロックトレーニ 
ングとタイアップした B 〜 D 級を中 
心とするブロック審判講習会を実施 
し、反則と技術の研究を深めるとと 
もに、底辺から審判技術の向上を図 
る。 

3. 継続的行事の実施 

都道府県協会認定の D 級、ブロッ 
ク協会認定の C 級、日本協会認定 
の A * B 級審判審査、審判員評価、 
JHA レフヱリーコース、審判部合 
同会議のあり方を充実させ、審判部 
運営の充実を図る。 


S •競技力鸣上(琴化 } に関する事_ 

【基本方針】 

セクションを越えた協力体制で北京才 

リンピック出場 

北京オリンピック出場のための強化 
施策立案と同時に、日本ハンドボー 
ル協会の強化に関して「構造改革」 
を実施する。したがって、 NTS を 
システムとした「発掘•育成•強化 • 
指導」について、競技者育成技術委 
員会を調整機関として、各委員会と 
セクションを越えた協力体制をとっ 
て、将来にわたりオリンピック.世 
界選手権に出場できる体制を構築し 
ていく。 

【重点施策】 

1. 北京オリンピック出場のための代表チ 

ーム強化施策 

• 国際試合の実施 

• 外国人コーチ招聘による強化指導 

2. 少数精鋭と重点強化体制の確立 

• 強化合宿参加人数を少数とし重点的 
に強化する。 

3. 年齢カテゴリー別の体制確立 

• NTS と連携して各カテゴリーの年 
齢別代表チームを少数精鋭メンバー 
で構成し、強化合宿回数を増加する。 

• 代表チームをはじめ指導スタッフ 
は、コーチのいるチームとする。 

4. エリートスタッフ養成体制確立 

• 強化委員会にエリートスタッフ養成 
部会を設置する。 

• 将来の代表チームスタッフ•テクニ 
カルスタッフ • トップレフェリーを 
各委員会と連携して、重点的に育成 
していく 0 

5. 日本リーグチームとの連携強化 

• 代表チームと日本リーグチームとの 
連携を図り、常に北京を目指せる強 
化を図る中で、トップコーチを育成 
していく。 

• プロ化検討プロジェクトを設置し、 
検討する。 

6. 情報 • 科学委員会のサポート 

• 従来の医科学専門委員会を医事専門 
委員会と情報科学専門委員会に分け 
る。 

• 医事専門委員会は強化本部に設置 
し、ドクター派遣とドーピングを実 
施する。 

• 情報科学専門委員会は、分析研究を 
行い代表チームのサボート等を実施 
する。 

7. 収益事業の展開 

• 代表チームを柱とした収益事業を展 
開し、強化費の確保を実施する。 


6, 機関誌発行 tC 関する事業 

【基本方針】 

機関誌を通じ、日本協会全体の情報を 
共有化し、全国のハンドボール関係者 
の意識統一を図り、ハンドボール界の 
発展に寄与する 0 
【重点施策】 

1. インターネット情報との連携を図り、 
記事を掲載する 0 

2. 年10回の発行とする。 

3•「機関誌のあり方」を検討する（イン 
ターネット化)。 

4.ナショナル情報•協会便り•理事会報告 
•国際情勢•各委員会•各連盟 • NTS 情 
報 • IHF ニュース • 企画記事他を掲載 
する。 

7, 企画*広報に関する事業 

《企画事業》 

【基本方針】 

1 . 北京オリンピック出場を踏まえた取り 
組みを企画する。 

2. 中•長期スケジュールに基づく企画立 
案を行う。 

3. マーケティング事業に関する定着•拡 
大を図る。 

4. 「プロジヱクト21」の推進を行う。 

5. 協会運営の改革を検討する。 

【重点施策】 

1 . 北京オリンピックにむけての具体案の 
策定と実行 

2. マーケティング委員会並びに協賛募金 
活動の具体化 

3. 「プロジェクト21」の具体的推進 

4. 協会運営の改革に取り組み 

5. 中•長期スケジュールに基づくナショ 
ナル強化•競技力向上•普及•国際行事 
等の立案 

《広報事業》 

【基本方針】 

1. ハンドボール情報の発信の拡大を図 
る。 

2. マスコミとの交流の拡大を図る。 

3. 協会内広報体制の充実を図る。 

4. インターネットの充実拡大を図る。 

5. ナショナルチームの PR を図る。 

6. 「がんばれ10万人会」の徹底を図る。 
【重点施策】 

1. 年間活動計画の作成を行い、実施する。 

2. 発信媒体の拡大に伴う対応 

• 新聞•テレビ(地上波 *BS •ケーブル） 
•雑誌•インターネット 

3. ホームページの充実 

4. マスコミとの定期懇談会 

• 東京記者クラブとの懇談会 
• NHK との?炎 






平成 17 年度事業計画 


5. 協会内組織の充実（担当者の複数化 • 
役割分担） 

6. ナショナルチーム露出 
• 記者発表•記者会見 

• 新聞•テレビ•雑誌•ホームページ 

7. ホームページ情報の内容充実 
(機関誌委員会•インターネット委員会 
•スポーツイベントとの連携） 

《インターネット》 

【基本方針】 

平成16年度は、協会独自のサーバ 
を立ち上げてから7年目となり、情 
報発信に対するユーザの認知度等、前 
年に比較し、効果が認められている。 
その反面、人材面の不足等から発信内 
容が固定化される傾向にあり、新たな 
情報発信 • 円滑な運用のための体制づ 
くりを進めていく必要がある。 

平成17年度においては、インター 
ネットを活用した情報提供のさらなる 
充実を図り、日本協会より発信すべき 
ハンドボールの情報を、一般の愛好者、 
関係者へタイムリーに発信する。 

【重点施策】 

1. 日本協会ホームページの充実 

• 試合結果等の情報発信のスピードア 
ップと内容の充実 

• 新たな情報発信方法の検討と試行 
• 日本協会の広報活動としてのホーム 
ページ活用 

2. ホームページ等、円滑な運用のための 
体制づくり 

• より良いシステムの検討、人材の補 
強等 

3. 外注化による作業の効率化 

• ホームページ作成作業の一部を外部 
に委託し、作業の効率化をはかる。 

&財務*会計に関する事業 

[基本方針] 

平成17年度の日本ハンドボール協 
会の財政状況を取り巻く環境は、経 
済的にも社会的にもきびしい状況にあ 
り、平成16年度と同様に予算編成に 
あたっては縮 / j ヽ均衡を前提に緊縮財政 
を組まなければならない状態にある。 
特に、支出面ではこれまでの事業内容 
をよく検討し、投資効果と費用対効果 
を充分に精査し、効率の良い運営を推 
進していく。また、収入面については 
協会の事業の中でも特化すべき強化 • 
普及の諸事業の円滑な推進のため、マ 
ーケティング委員会を中心に積極的な 
協賛活動の展開と、検定事業等の再検 
討、さらには、協会運営の原点ともい 
える登録金の改定を具現化する。 

【重点施策】 


1. 各種事業内容を検証し、投資効果の精 
査とその事業の差別化を図る。 

2. 競技運営委員会 • マーケティング委員 
会と連携し検定事業の再検討を含め、 
強化事業の財源確保のため各種の協賛 
活動を実施する。 

3. 収入財源の安定的確保のための登録制 
度の改定を今年度に提案し、来年度か 
らの実施に向け教宣活動を行う。 

9.日本リーグに関する事業 

【基本方針】 

日本リーグを継続•発展する。 

• 日本リーグ機構の中期ビジョンを検 
討する。 

• 地域と共に発展する日本リーグを目 
指す。 

• ナショナルチームの強化支援を行う。 

• 普及活動への連携支援を行う。 

• 企業とパートナーシップを図る。 
【重点施策】 

1. 日本リーグの中期ビジョンを作成する。 

2. 新しいリーグの在り方に挑戦する。 

• 日本リーグのシステム改革を行う 
(男子リーグ•女子リーグの在り方 • 
変革)。 

• チームにゼネラルマネージャーを設 
置し、運営を開始する。 

• 開催権料をアップする。 

• 運営組織を簡素化する。 

• マーケティングに取り組み、成果を 
上げる。 

3. メディア対策を継続•発展させる。 

4. 第30回大会の記念行事を実施する。 

5. 観客動員の増加を図る。 

6. 第3地域での試合開催を拡大する。 

7. 経費節減に取り組む。 

8. 国際競技カアップに協力する。（ナシ 
ョナルチーム強化支援 • NTS への協力 
•支援) 

9. 審判技術の向上に取り組む。 

10. チャレンジリーグ•オールスター戦 
の充実を図る。 

11. 東アジアクラブ選手権大会の平成 
18年日本開催準備を行う。 

12. トップリーグ連携協議会に参加し、 
活動を行う。 

10.総務に関する事業 

【基本方針】 

近年、日本ハンドボール協会の事業 
は社会情勢と、スポーツを取り巻く環 
i 境の変化にともない、多岐にわたる活 
動を余儀なくされている。当然、活動 
: の執行部門である事務局には専門性 • 

正確性•迅速性等が要求され、現行の 
j 事務局のマンパワーからして、仕事量 


は増加の一途にある。この現況から今 
年度は、業務の効率化を積極的に推進 
し、事務局の多能化を実現していく。 
さらに戦力の強化を図るため、人材の 
効果的再配置と投資を検討する。また、 
事務局経費の削減については継続的に 
取り組み、諸会議の円滑な運営と会議 
のあり方についても再考していく。ま 
た、環境問題がスポーツ界でもクロー 
ズアップされており、大会などを通じ 
今後環境保全の啓蒙活動を行ってゆ 
<〇 

【重点施策】 

1. 事務局の多能化 

2. 事務局経費の5 %削減 

3. 諸会議の再検討 

4. 協会規程の修正と発行 

5. 環境保全の啓蒙 • 実践活動 

6. 個人情報保護法の遵守 

11* マーケティングに関する事業 
【基本方針】 

ここ数年、企業スポーツの撤退など 
環境の変化に影響され、大口の協賛金 
収入は見込めず、相当厳しい状況であ 
る。 

このような中で、オリンピック出場権 
獲得を目指してオリンピックプロジェ 
クトが発足された。マーケティング委 
員会としては、このプロジェクトに積 
極的に協力体制を取りながら財源の確 
保に邁進する。 

【重点施策】 

1 . 従来の協賛企業の再フロー活動 
Z オリンピックプロジェクトと共同活動 
による協賛企業の開拓推進 

3. オリジナルグッズ委託販売の推進 

4. JOC オフィシャルパートナーシップタ 
イアップの推進 

5. 日本協会主催大会開催に伴い権料の見 
直しとシステム構築 

12. 『がんばれ10万人会』 

サポート会員に関する事業 

【基本方針】 

「がんばれハンドボール10万人会」 
サポート会の規約改正により、サボー 
卜会の拡大を推進する。また、日本協 
会と都道府県協会と連携し、サポート 
会の組織化を図る。 

【重点施策】 

1.都道府県協会サポート会を全国組織に 
: し、本協会会員を10乃人にする。 

: 2. 会員への情報 • サービスを拡大する。 

j 3.日本代表選手の家族、 OB 、0 G の組織 
i を作り、サポート会グランド会員への 

i 入会を促進する。 





. 平成 17 年 （2005 年)度国内•国際大会日程^ 



大会 名 

開催日程 

開催地 

開催場所 

4月 

第2回東アジアクラブ選手権(男女） 

4" (木) -4/11 IM ) 

中国 

大崎電気、広島メイブルレッズ 

5月 

西日本学生選手権大会 

5/28 (土)〜6/1(水） 

福岡県 

福岡市民体育館、福岡大学第2記 
念会堂、アクシオン福岡、福岡市南 
区体育館、福岡市早良区体育館 

6月 

第1回アジアユース選手権 （ WC 予選} 

男子 （ U 19) 女子 ( U 18) 

6/26(5)-7/2 (±) 

タイ 

男女ユースが出場 
(男子: U 19、 女子: U 18) 


第9回日韓スポーツ交流（派遣/女子） 

未定 

未定 

U 16 が参加 


第25回全国クラブ選手権大会•西 
(第61回のじぎく兵庫国体リハーサル） 

7/8 ( 金）〜7/10 (日） 

兵庫県 

朝来市和田山体育センター、養 
父市立八鹿総合体育館 


第25回全国クラブ選手権大会•東 

7/16(土）〜7/18 (月） 

福島県 

本宮町総合体育館•本宮体育 
館•本宮高等学校体育館 


第7回ワールドゲームズゼーチハンドボール 

7/21(木)〜7/24 (日） 

ドイツ 


7月 

第10回ヒロシマ国際大会 

7/21(木）〜7/24 (日） 

広島県 

東区スポーツセンター 


高松宮記念杯第46回全日本実業団選手権大会 

7/27( 水〉〜7/31(日） 

富山県 

富山県総合体育センタ-、富山市総合体育館 


第13回全日本マスターズ大会 

7/29( 金）〜7/31(日） 

大阪府 

大阪市立舞洲体育館 


第18回全国小学生大会 

7/29( 金)〜7/31(日) 

京都府 

京田辺市田辺中央体育館、同 
志社大学体育館、京都府立田 
辺高等学校体育館 


NTS ブロックトレーニング 

8月〜9月予定 

各ブロック 



第1回男子ユース （ U 19} 世界選手権大会 

8/1(月）〜8/7 (日） 

カタール 

男子ユース ( U 19) が出場 


高松宮記念杯第56回全日本高校選手権大会 

8/1(月）〜8/7 (日） 

千葉県 

佐原市市民体育館、佐原市立佐原 
小学校体育館、千葉県立佐原白楊 
高等学校体育館、市川市国府台市 
民体育館、市川市塩浜市民体育館 
、千葉商科大学体育館 


第15回女子ジュニア世界選手権 ( U 20) 

8/1(月）~8/14(日) 

チェコ 

女子ジュニア ( U 20) が出場 


第32回全国高等専門学校選手権大会 

8/6 ( 土）、8/7 (日） 

川崎市 

川崎市とどろきアリーナ 


東日本学生選手権大会 

8/8 ( 月）〜8/11(木) 

北海道 

函館市民体育館、函館大学体育館 

8月 

第10回ジャパンオープントーナメント（男子） 

8/13(土）〜8/16 (火） 

兵庫県 

神戸市立中央体育館、神戸市総合 
運動公園「グリーンアリーナ神戸」 


第10回ジャノマンオープントーナメント（女子） 

(第61回のじぎく兵庫国体リハーサル） 

8/14( 日）〜8/16 (火) 

兵庫県 

三田市立駒ヶ谷運動公園総合体 
育館、三田市立城山公園体育館 


第15画男子ジュニア選手権大会 

汾15(月）〜8/28 (日） 

ハンガリー 

日本は不出場 


第34回全国中学校大会 

8/21(日）〜8/24 (水） 

愛知県 

豊橋市総合体育館 


第13回日韓中ジュニア交流大会 

8/23 (火）〜8/29 (月） 

北海道 

高校生きたえ一るサブアリーナ 


第9回日韓スポーツ交流（派遣/男子） 

未定 

未定 

U 16 


第9回日韓スポーツ交流（受入/女子） 

未定 

未定 

U 16 


第7回全日本ビーチハンドボール選手権大会 

8/27( 土）、28 (日) 

千葉県 

富浦町原岡海岸 

9月 

第30回日本リーグ 

9/3 ( 土)〜3月上旬 

全国各地 


10月 

第60回国民体育大会 

10/22( 土）〜10/27 (木） 

岡山県 

津山工業高等学校体育館、鏡 
野町多目的屋内運動場、落合 
総合公園白梅総合体育館、落 
合総合公園屋根付きゲートボー 
ル場、勝山スポーツ 

11月 

高松宮記念杯男子48回女子41回全日本学生選手権 

11/5( 土)〜11/9 (水） 

川崎市 

川崎市とどろきアリーナ、あと1会 
場交渉中 


第17回女子世界選手権 

12/5( 月）〜 12/ t 8( 日） 

ロシア 

女子ナショナル 

12月 

第57回全日本総合選手権大会 

12/21(水)〜12/25 (日） 

福井県 

福井県営体育館、北陸電力福 
井体育館フレア 


第14回 JOG ジュニアオリンピックカップ 

12/24( 土）〜12/27 (火） 

大阪府 

堺市家原大池体育館•金岡体育館 


NTS センタートレーニング 

11月〜1月予定 

未定 

未定 

1月 





2月 

全日本実業団チャレンジ2006 

(第61回のじぎく兵庫国体リハーサル） 

2/10( 金）〜2/12 (日） 

兵庫県 

高砂市総合体育館、加古川市 
立総合体育館 


第30回日本リーグプレーオフ 

3/18( 土）、19(日) 

東京都 

駒沢体育館 

3月 

第29回全国高校選抜大会 

3/22( 水）〜3/27 (月) 

東京都 

東京体育館、駒沢屋内球技場、 
駒沢体育館、立教大学体育館 

第1回春の全国中学生選手権大会(仮称） 

3/26( 日）〜3/29 (水) 

富山県 

氷見市ふれあいスポーツセンタ 
一、 県立氷見高校体育館、県立 
有磯高校体育館 


※[:一一 ] は国際大会※上記の全ての国内大会にがんばれハンドボール10万人会の「パスカード」及び I ペアチケット」がご利用になれます。 
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団長蒲生晴明（強化本部長 • 中部大学) 



今回の世界選手権は、昨年2月カタールアジア予選で死闘 
の末、見事に勝ち抜いた結果、1997年熊本世界選手権から 
8年振りに出場した大会であった。チュニジアでは、大統領 
が自ら先頭に立ち、セキュリティーに万全を期す国家体制を 
とっていた。バス移動では、 SP の護衛付で分刻みのスケジ 
ュールであった。国の威信をかけた大会であった。 

日本は、予選リーグ C グループでクロアチア（前回チャン 
ピオン•オリンピック金メダル•今回準優勝）•スペイン（今 
回初優勝） • スウヱーデン（元世界チャンピオン） • アルゼン 
チン（アメリカ大陸チャンピオン） • オーストラリア（オセ 
アニア大陸チャンピオン）と強豪国の中でも、もっとも優勝 
に近い国が集まったグループに入った。予選突破を目標とし 
て、強化本部長として初めての事業であった。以下に要点を 
述べる。 


結果に対する評価 


97年熊本大会と同レベル2勝3敗：予選4位（今回から 
予選3位までが次のラウンド進出：前回ならば、次のラウ 
ンド進出） 

アメリカ大陸チャンピオン：アルゼンチンに勝利したこと 
は、充分評価できる。 

世界チャンピオンのクロアチアと前半は互角に渡り合つ 
た。 

武器とする速攻は、守りきれなかったのでチャンスが少な 
かった。 


世界の流れと今後の男子代表の強化 


日本代表選手団：方針と結果 


「緊張とリラックス」—選手の自主性を尊重し、管理した。 
少数精鋭で予選突破—フランスでの事前ゲーム （1 勝2分 
1敗）終了後、2名を計画通り帰国させることによって、 
緊張感と競争心理は充分働いた。 

スタッフの効果的なサポート 

— 協会スタッフの活躍によって、チームマネジメントをな 
んとか進められた。 

—分析担当者の協力によって、対戦相手の情報を客観的に 
またビジュアルで表現することができ、チーム全体に良 
い影響があった。 

—ドクター • トレーナーの献身的なサポートによって大き 
なフイジカル面の問題はなかった。 


• 大型プレーヤーのスピードアップによる攻撃力のアップ 
• DF 戦術、 OF 戦術のバリエーシヨンが豊富 
• 選手層が厚い上、ゲーム中のプレーヤーの起用方法が巧み 
• 若手の台頭で競技者の育成が進んでいる 

I 

今後の強化検討課題 

• 世界の流れについて行ける様に、外国人コーチを起用し、 
ともに学ぶ 

• 日本リーグ•大学などトップ指導者 • トップコーチの育成 
• 選手*コーチの海外留学と国際試合経験増加 
以上要点を述べたが、今後の検討課題は新しいものではな 
い。従来から抱えている課題であって、「人的•財政的」課 
題をクリアし、具体的に実現していくことが求められる。ハ 
ンドボール界の皆様のご理解とご協力によって実現し、念願 
である「北京オリンピック出場」を果たしていきたい。 


強化本部長として臨む初めての国際大会 


団長報告 


— 〇 — 
























大会出場までの準備、大会から得た事、今後の課題 


I 


男子ナショナルチーム監督松井幸嗣（日本体育大学) 


第19回男子世界選手権大会が、2005年1月23日から 
2月6日までチュニジアの首都チュニスをメイン会場として 
開催された。予選リーグで日本と同組のスペイン、クロアチ 
アで決勝が行なわれ、スペインが 40-34 で勝利し、初優勝 
を飾った。3位はフランス、地元チュニジアが4位に入る健 
闘ぶりであった。日本の予選リーグでの,結果については、機 
関誌3月号で速報として掲載されたが、ここでは大会出場ま 
での準備、大会から得た事、今後の課題等について触れたい 
と思う。 

[大会までの準備 ^ 

選手選考：昨年2月のアジア予選メンバー、8月のエジプト 
遠征メンバーによる4回の強化合宿、そして日本リーグ視察 
による選考を経て18名を決定し、年末 • 年始の国内直前合 
宿を行なう。更にフランスでの大会直前合宿終了後、16名 
に絞った。 

国内直前合宿： 8月のエジプト遠征以降、約4ヶ月のナショ 
ナル活動のブランク（実業団選手権、日本リーグ、全日本 
総合）があり、12月下旬、1月上旬の約10日間ほどの直 
前合宿であった。この10日間はナショナルチームとしての 
OF • DF • 速攻の基本的な戦術構想を練習課題とした合宿で 
あった0 

フランス直前合宿：大会直前の約一週間、フランスにおいて 
クラブチーム、カタールナショナルチームとトレーニングマ 
ツチを行ない、国内合宿での成果を試した。対戦したチーム 
の身長の高さ、体格の大きさ、プレーのスピードなど、対応 
しなければならない課題を見つけ、本戦を想定しての試合形 
式に重点をおいて修正した。 

I [大会から得た事 ^ 」 

平成16年度男子ナショナルチーム強化方針は、〈目標〉•〈強 
化の考え方〉•く目指す姿〉•〈強化施策〉などを掲げ、8年振 
りに出場する世界選手権でベスト8以上を目標として強化を 
行なってきた。そしてナショナルチームの基本戦術では、目 
標 • チーム方針 • 基本戦術構想 （ OF 、 DF 、 闘争心）等を強 
化の中心とした。また、大会直前に行なったフランス合宿で 
の反省、大会中は対戦相手チームの分析、日本チームの攻守 
における確認事項 • 綿密なミーティング等を行ない、大会に 
臨んだ。結果は、残念ながら2勝3敗で、本戦ラウンドに進 
むことが出来なかった。 8年振りの世界大会出場を目の当た 
りにし、実際に肌で感じるとハンドボール競技の変遷の大き 
さに驚きを感じたことは否定できない。しかし、選手はそれ 


ぞれの役割を果たし、全力を出し切って戦ってくれた。 

今大会を通じて感じたことは以下の通り。 

• ハンドボール競技のスピード化。（一試合、両チーム合計 
で 60 〜 70 点のハイスコアゲーム） 

• スピード化を迎えたハンドボール競技の更なる醍醐味と面 
白さ。 

• 対戦したチーム内のメンバーに力の差がなく、皆が エース 
ブレー ヤー 的存在であったこと。 

• 全てのチームにおいて高身長の選手でも走りきれるスピー 
ド対応が成されていたこと。 

* 移動しながらのポジショニング、パス•ブロック、誰もが 
何時でもシュートを狙える攻撃をしていたこと。（どんな 
場面でも基本に忠実） 

• 8年振りの世界大会出場に、国際試合経験の少なさを痛感 
したこと。 

• 試合後に反省をし、修正して次の試合に臨んだが、活かし 
きれない試合もあったこと。 

• フィジカル面•メンタル面において、不足している部分も 
あったこと。 

[今後の課題 

世界の ハン ドボールに早急に対応し、問題点を克服してい 
く必要がある。 

• 強靭な精神力の強化。（メンタル面） 

• 60 分間フルに動けるだけの体力、外国人選手に当たり負 
けしない身体 • 筋力の強化。（フィジカル面） 

• 国際試合を数多く経験し、「試合慣れ」する必要性。 

• 各ポジションのプロフェッショナル選 
手の育成。 

• 技術•戦術面において、試合中でも対 
戦 チームに 対して直ちに対応 • 修正で 
きる柔軟性のある能力を養う必要性。 

• レフェリーを味方につけるくらいの技 
量が不可欠。そして最後に機動力溢れ 
るス ピードハンドボールを 強力に推進 
させ、日本チーム特有の技術•戦術を 
開発、強化していくことが必要である 
と弓金く感じた。 

今回の世界選手権出場に際して日本協 
会、全国のサポーター、そして多くの方々 
のご支援 • ご協力を賜り、活動出来まし写真提供：スホーッィベント社 


















た事を心より厚くお礼申し上げます。 

最後になりましたが、日本大使館の皆様、海外青年協力隊、 
シルバー協力隊、日本から遠く離れた C 組予選リーグ開催 


地スファクスでの思いがけない現地人の皆々様の熱い大きな 
声援•応援が私の一生忘れられない宝となりました。本当に 
ありがとうございました。 


ナショナルチーム主将中〗 II 害雄(大崎電気） 



一 T 

写真提供： スポーツ イベント社 


大会は1月23 
日が初戦と決定し 
ており、国内の合 
宿は昨年末と年明 
けすぐの6日から 
大崎電気の施設で 
行われた。新しい 
全日本になり強化 
の時間が少なく、 
やはり短期間の合 
宿で、より内容の 
充実したものにし 
たいと、選手、ス 
タッフそれぞれが 
意識していたと思う。チームの趣旨は「速攻」であったが、 
昨年のエジプト遠征において世界のオフヱンスカを体感し、 
やはり「デイフェンス強化」が課題となり、年末、年明けの 
合宿はデイフェンスのトレーニングが中心となった。 

大会が近づくにつれ、トレーニングの雰囲気も緊張感が増 
し、必然的にチームのモチベーションも上がった。そして大 
会直前のフランス遠征では、フランスのクラブチームやカタ 
ール代表とのエキシビジョンマッチを行い、国内でできなか 
った「実戦でのテスト」、要するに合宿でやってきた事を海 
外のチームに試すのが目的であった。やはり国内の相手では 
なく外国人を相手にすると言う事は、大会前にいい意味でも、 
悪い意味でも成果があった。特に強化してきたデイフェンス 
においては、高い位置からシュート打ち込まれ、慌ててでる 


とポストと言う風に「悪循環」な部分も露呈され、必然的に 
そういった試合は DF の的を絞れないゲームになってしまっ 
た。逆に、 DF が機能している時はトレーニングを積んでき 
た速攻も1試合を通しての本数が多く、いいムードを作り上 
げた。ここででた課題をもとに大会直前までその修正と確認 
のトレーニングを積み初戦に備えた。 

いよいよ大会に入り初戦は「スペイン」。このスペイン戦 
が個人的にこの大会を物語っていたと思う。それは色んな意 
味も含まれるが、例えば日本は4大会ぶりに世界の舞台に立 
ち、まずハンドボールの変化に戸惑ったと思う。ルールも違 
う気がした。結論から言うと、日本が予選を突破し、ベスト 
8以上の目標を掲げるのであれば、常に世界大会に出続ける 
と言うのが最低限で、そしてアテネオリンピック前の時以上 
に海外を経験すべきだし、そして有望な選手は早くから海外 
に挑戦するべきだと思う。「人間は慣れる生き物」だと痛感 
しました。そして北京オリンピックを目指すにあたり、今ま 
でと一緒ではなく今まで以上の強化があり、システムがあり、 
協力がある必要があると思う。私達の使命は経験した事を、 
まずは自分に落とし込み、国内リーグに落とし込み、そして 
ナショナルチームのよき伝統に変えて行く事だと感じる。結 
果的に2勝3敗で予選突破できず、応援していただいたファ 
ンの皆さん、夢を持って応援してくれた子供達に対し、残念 
に思う。 

最後になりましたが今大会に向け、ご協力、応援していた 
だいた関係者の方々、チーム関係者、家族にお礼を申し上げ 
ます。 



常に世界で戦い続ける決意 


選手の士户 









アジア Nal で北京に乗り込みたい 


ナショナルチーム GK 坪根敏宏（湧永製薬） 



写真提供：スポーツイベント社 


大会準備として 
は、 DF から速攻 
につなげるスピー 
ドハンドボールに 
重点を置きまし 
た。やはり相手は 
国際経験が豊富で 
すので、色んな角 
度からでも攻撃を 
してきます。やは 
り守れなければ簡 
単に得点すること 
は難しい。ですが、 
日本はスピードが 


あるし、身長など関係なく簡単に得点できるとするならば速 
攻が一番ではないかと思いました。 

大会中では、いきなりスペイン•クロアチアなど強力な国 
と対戦し、前半などは日本の持ち味の速攻などで得点は出来 
ますが、やはり戦い慣れたチームだけあって、ポイントを押 
さえ込まれると得点できずにズルズルと引き離されるパター 
ンが出てしまった感じです。他のチームに対しても、始めが 
良く、途中からミスをしてしまい、追いつかれ、引き離され 
といった試合内容だったと思います。 

課題としては、より多くの国際経験を積まなければ今後、 
対戦していく国には対抗出来ないと感じました。そして、も 
っと日本でもレベルの向上がなければアジアでも勝ち抜くこ 
とは難しいと思います。アジア Na 1で北京に乗り込みたいと 
思います。 


ナショナルチーム CP 松林克明（大同特殊鋼) 


2004年2月に 
カタールにて WC 
の切符を手にして 
以来、松井監督の 
下、「速攻」を主 
体とした チーム 作 
りを国内での合宿 
において作り上げ 
てきました。個人 
的には大同特殊鋼 
に入社して以来、 
左サイドとしてブ 
レーして きたわけ 
ですが 04-05 シ 
ーズンは チームの 構成上ポストでプレーしていた為、一抹の 
不安は拭いきれないところでした。とは言っても人生の中で 
何度出られるか分らない WC 本大会。心、技、体、頭の整 
理とサイドプレーヤーとして、ベストコンデイシヨンでパフ 
オーマンスできるための調整だけは行ってきました。 

日本 チームは 残念ながら2勝3敗で1次予選リーグ敗退 
となってしまいましたが、様々な経験を得ることができまし 



写真提供：スポーツイベント社 


た。まず率直な感想は「ハンドボール感が変わった」これに 
尽きます。決勝のスコアが40-34。日本のハンドボールにお 
いてこのような戦績の試合があったでしょうか？決勝に進 
出したチームは日本と同じグループだったスペイン、クロア 
チアです。両チームとも戦いましたが決して DF が悪いチー 
ムではありません。それより得点能力が優れていたというこ 
とです。もちろん個人能力も高いことはさることながら、こ 
れは2つ目に感じたことにもなりますが「速攻*クイック 
スタート」が速い。自チームのボールになったら最も早くセ 
ンターラインまでに達しているサイド及びセンターバックの 
選手にパスを繋げ得点する。速攻の概念が変わったというか 
ワンパス、ツーパスで得点するというのが世界の速攻です。 

日本は8年ぶりの WC 出場となったわけですが、やはり 
世界トップレベルと同じ場に立ち続けなければならないと思 
います。出場しなければそれだけ世界から遅れていく。アジ 
アの小さい枠だけではなく、常に世界に視線を向けなければ 
強い日本になることはないと思います。個人的にはサイドシ 
ュートも100%成功しましたし、速攻でも十分通用し、自 
信はつきましたが、日本が勝利しないとその価値も半減して 
しまいます。今後は「世界の強豪と戦う為に自分がどうある 
べきか」ということを考えてプレーしていきたいと思います。 



世界の強豪と戦う為に自分がどうあるべきか 


選手の声 
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地元主催者 
地元中体連 
の声 



大阪中学校体育連盟ハンドボール部専門委員長逢阪青争男（大阪体育大学附属中学校） 



< 


はじめに 


> 


終業式を終えた12月25日〜28日、13回目を迎えた 
JOC ジュニアオリンピックカップハンドボール大会が大阪 
府堺市の金岡公園体育館、家原大池体育館を会場に開催さ 
れました。昨年度に引き続き、男子は九州、近畿、四国、 
北信越ブロックが、女子では九州、近畿、中国、東北ブロ 
ックでそれぞれ出場枠が増やされ、男女32チームが熱戦 
を繰り広げました。 

今大会の一週間前に大阪府で初めての全日本総合選手権 
大会が開催され、大阪協会としても総力を挙げての取り組 
みでした。大きな直後の大会ではありましたが、13回目 
という安心感で準備を進めてきましたが、やはり大会直前 
になって準備不足や問題点も見つかり、バタバタした面も 
ありました。 

試合に先立ち開会式が行われ、前年度優勝の男子沖縄選 
抜、女子熊本選抜を先頭に各チームが堺市立浜寺中学校吹 
奏楽部の演奏のもと、きびきびとした行進で、男女32チ 
ームが勢揃いしました。その後各チームの指導者に対する 
講習会が持たれ、日本オリンピック委員会、日本ハンドボ 
ール協会より説明があり、参加者全員が熱意を持って取り 
組み予定時間を大幅に延長して行われました。 


〈 


男子の部 


> 


試合の結果は男子 A ブロックより夏の全国大会優勝の 
メンバーが中心の富山選抜が、また B ブロックからは夏 
の全国大会準優勝のメンバーが含まれる大阪選抜が茨城選 
抜と大接戦の末勝ち上がりました。 C ブロックからは地元 
娇選抜に熱い声援が注がれましたが、地力に勝る愛知選抜 
が沖縄選抜と大接戦の末、得失点の差で勝ち上がりました。 
D ブロックでは奈良選抜が近差の試合を制し、それぞれ準 
決勝に進出しました。 

男子準決勝は大阪選抜対富山選抜で、前半大阪がリード 
してそのまま広げるかと思われたが、富山も粘り強く食い 
下がり、逆転の未決勝へ。第2試合の愛知選抜対奈良選抜 
戦は、愛知が破壊力のある攻撃と、堅い守りで奈良を寄せ 
つけず決勝に選出。決勝戦でも愛知選抜がチームワークの 
取れた攻撃と、堅い守りで富山選抜を下し四度目の優勝を 
果たしました。 


く 


女子の部 




年連続優勝チームを中心に編成されており注目されました 
が、怪我で欠場選手も出て熊本選抜が勝ち上がりました。 
B ブロックでは埼玉選抜が奈良選抜に圧勝。 C ブロックで 
は愛知選抜が山口選抜に前半のリードをそのまま保ち勝利 
をおさめました。 D ブロックは大分選抜が圧勝し、それぞ 
れ準決勝に駒を進めました。 

女子準決勝、熊本選抜対埼玉選抜は双方とも一歩も譲ら 
ず延長の末、埼玉選抜が決勝へ、大分選抜は増田選手を中 
心に得点を重ね愛知選抜を引き離し、それぞれ決勝へ駒を 
進めました。決勝戦では大分が主導権を握り試合を進め、 
埼玉も速攻とコンビプレーで追い上げたが、大分が前半の 
リードを守り、総合力に勝り二度日の優勝を果たしました。 


< 


個人表彰 


> 


個人表彰はオリンピック有望選手に、男子:茨城県選抜 • 
信太弘樹、沖縄県選抜 • 今元勇輝、女子：奈良県選抜•宇 
野歩。最優勝選手に男子：愛知県選抜 • 金子拓磨、女子大 
分県選抜 • 増田寛那。優秀選手には男子：愛知県選抜•川 
添将典、土居良恵流、富山選抜 • 藤佑彌、沖縄県選抜•東 
江太輝、大阪府選抜 • 植垣貴志、奈良県選抜 • 石原裕、岐 
阜県選抜•中里栄二、女子は熊本県選抜•森川佳央里、宮 
下真紀、愛知県選抜 • 高橋薫乃、埼玉県選抜 • 樽井沙繊、 
安斉早紀、大分県選抜•松本紗也香、平川愛里選手がそれ 
ぞれ選出されました。 


< 


終わリに 


> 


女子では A ブロックに地元堺選抜の、夏の全国大会2 


今大会を振り返ってみて、各都道府県、ブロックとも選 
抜チームを編成し、夏の全国大会には出場していない選手 
も多く参加していました。このため、夏の大会とは違った 
雰囲気の盛り上がりもあり、各ブロックのレベルアップに 
つながっているのではないかと思われます。また、この中 
から高校や大学の各大会、さらには世界選手権、オリンピ 
ックに出場して活躍できる選手に成長されますことを強く 
願っています。 

開催者として第14回大会も、各チーム選手、役員の方々 
が十分な力を発揮されますような環境を作ってまいりたい 
と考えております。 

最後にこの大会開催にあたりまして日本オリンピック委 
員会、日本ハンドボール協会をはじめ、関係各機関、協賛 
を頂きました各企業、学校また、役員、補助役員の皆様に 
年末で多忙な時期に絶大なるご協力、ご支援を頂き誠に有 
難うございました。 
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平成 16 年度 


ル大会 
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男子 

優無チーム 
の声 





愛知選抜濫督）：纈織龙（名古屋市立御幸山中学校） 


く 


はじめに 


> 


中学生のチーム数が全国一多い愛知県、中学生競技人口 
もおそらく一番多いのではないかと思われます。それだけ 
多くの選手の中から選考することに、非常に苦労しました。 
できるだけ多くの子供達にチャンスを…と思いましたが、 
指導できる人数にも限界があるので、34名の候補選手か 
ら16名の選抜選手に絞りました。志の高い子供達は、最 
終選考に残れなくとも、最後まで共に練習に参加してくれ 
ました。また選抜選手たちも、試合に出れなくとも自分た 
ちのために一緒に練習してくれるこのような仲間に対して 
感謝の気持ちをもって、共に生活してくれました。選手た 
ちのこのような気持ちが、仲間の信頼感を生み、チームワ 
ークを強めていくことにつながったと思います。 

また、練習を進めていく中で、本谷先生、鳥本先生、県 
内の指導者、協力して下さった高校の先生方や選手の励ま 
しや支援がありました。おかげさまですばらしい成績をお 
さめることができました。誠にありがとうございました。 


< 


準決勝、そして決勝戦へ 


> 


大会の中で、一番印象に残った対戦は、引き分けた予選 
リーグの沖縄戦でした。この試合の直前に、活躍を期待し 
ていた主力選手が体調不良を訴え、急遽名古屋へ戻るこ 
とになりました。この時点で苦しい展開を覚悟していまし 
た。試合が始まれば、展開は愛知の持ち味を十分に生かし 
たゲームとなっているように私自身は感じていました。し 
かし、身体能力にたけている沖縄の選手の粘り強い頑張り 
もあり、 チャンスを 得点につなげられず、愛知の ミス も多 
く発生したこともあり、結果としては思い通りではありま 
せんでした。勝敗だけを考えると、胃の痛くなる試合展開 
でしたが、 ハラハラ ドキドキする スポーツの 醍醐味を味わ 
うことができた試合であったと思います。ただ、この接戦 
を通して選手たちは、ひとまわり大きく成長してくれたと 


喜びを感じることができました。 

その後の決勝トーナメントでは、名古屋へ戻った選手も 
診察•治療を終えて無事に合流することができ、スタッフ 
一同がイメージをしていたとおりのプレーを選手たちが見 
せてくれました。更に決勝戦では、夏の全国大会で優勝し 
ている氷見南部を含めた富山選抜との戦いで、自分たちの 
やってきたことを出しきることができました。練習してき 
た成果を出しきることは、大変困難な事であると考えてい 
ます。その難しいことを成し遂げた選手、その選手に自信 
を持ってプレーできるようにと粘り強く指導にあたってく 
れたコーチ陣は、本当にすばらしい人達であると大会を終 
えてしみじみと感じているところです。 


< 


感謝、そして次に向けて 


> 


たくさんの指導者の方が日々ご苦労されて見える中、自 
分のような人間が優勝監督としてこのような光栄な立場に 
立たせていただけたこと、誠に感謝しております。 

愛知県には、自分のような者ではなく、 コーチ 陣をはじ 
め、優秀な指導者が多くいます。その方々の指導により、 
多くの子供達がハンドボールをすることを楽しみ、ますま 
す愛知のハンドが盛んになり、ハンドボール界に愛知から 
よい風を吹き込めるよう願っています。 



チーム 提供写真 


男子 

優勝チーム 

の声 


「愛知の名に恥じないプレー • 態度をしよう 
「全中の借リを JOC で返そう 
「狙うのは、項点だけだぞ！」 


愛知県選抜主将土居良恵流（名古屋市立御幸山中学校） 



こんな纈纈監督の熱い言葉で今年の愛知県選抜の戦いが 
女台まった。 

チーム全員が打倒沖縄に燃えていた。沖縄戦の前、深見 


先生から、先輩達のためにも絶対に勝とう、思い切ってや 
ってこいと言われ、試合に入った。予想通り序盤から一進 
一退の展開。試合終了のホイッスル…同点、得失点羞で卜 


^1 ^1 I ^^^1 
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ーナメントに進めると聞き、喜んだ。すぐ、「君達の目標 
は沖縄に勝つ事じゃないだろう」と言われ、もう一回気を 
引き締めた。決勝の相手は富山。全中の借りを返すにはも 
ってこい。全員で今まで何のために練習してきたかを確認 


して試合開始。愛知の強さを全国に見せつける事ができた。 

今年の愛知県選抜の優勝は、選手18人•スタッフ•先 
輩方•応援してくださった方々で勝ちとったものだ。あり 
がとう！!！ 


女ネ 
優勝チー 
の声 



大分県選抜女子監督藤下雅士（大分市立原川中学校コーチ） 


8月、全国中学校大会の終了を合図に、大分県選抜チー 
ムは発足をしました。最初のミーテイングで、このチーム 
の目標を「九州そして全国制覇」であることを全員で確認 
しました。県内6校のチームから編成されたメンバーでも 
あり、チームの戦術として 「DF 重視、攻撃的な DF から 
相手のミスを誘い、速攻で勝負を決める」ことを徹底する 
ために、韓国遠征を行い、また金•土 • 日の週3回は、大 
分鶴崎高校の胸を借り、チームの一層の団結と目標に向か 
う意識を高めました。 

大会では、すべてが思い通り運んだわけではありません 
でした。予選リーグ福井戦では後半猛攻にあい、決勝の埼 
玉戦でも、後半は優勝へのプレッシャーから DF、OF でも 
ミスを連発した場面もありました。しかし、大会全体を振 
り返ってみると、 ゲームを 制した要因は、この チームが 目 


指した DF からの速攻だったと言えます。また、苦しい場 
面でも選手たちが精神的にタフだったこともあげられま 
す。優勝すると選手自身が大分を出発するとき宣言し、見 
事にやり遂げたことは、「やればできる」ということを自 
分たちの手で証明してくれました。 

このような大きな舞台を与えてくれた大会関係者すベて 
の皆様に感謝をするとともに、優勝できたのも、県•市は 
もちろん県協会、小•中各チームの指導者、高校の指導者 
や選手のみなさん、選手を全面的に支えてくれた父母会、 
その力が結集されたからだと感謝しています。この感謝の 
気持ちを忘れずに、小中一貫した指導を目指して選手たち 
とともに一つひとつ前進してがんばっていく所存です。そ 
して、最後に、選手に「ありがとう」を言いたい。 


女子 

優勝チーム 
の声 



大分県選抜女子主将松本紗也杳（大分市立明野中学校) 


今年の大分県選抜は、8月下旬に結成され、チームとし 
ての練習が本格的にスタートしたのは、9月の韓国への遠 
征でした。昨年に続き、強豪韓国との練習は涙が出るほど 
きつくつらかったのですが、最終日のゲームでは、韓国の 
チームに勝つ こ とができました。 この ゲームは、私達に「や 
ればできる」という自信を与えてくれました。このとき私 
たちは「絶対に全国制覇する」とみんなで確認することが 
できました。 

九州大会でも私たちの目指した「守って速攻」のハンド 
ポールができ、優勝することができました。九州大会後も 
高校生の胸を借り、達成感のある練習を行うことができま 
した。その中でわたしは「このチームなら全国優勝できる」 
と感じていました。 

全国大会では、気の緩んだゲームもあり、監督 • コーチ 
から「これで悔いが残らないのか」、「自分たちがやってき 
たハンドをしよう」と言われ、準決勝•決勝は危ない場面 
もありましたが、自分たちの ハン ドボールができ優勝する 


ことができました。最後の大会で監督 • コーチを胴上げで 
きたことが一番の喜びです。大会では、わたしの「夢」を 
叶えることができました。これから、次の目標に向かって 
がんばりたいと思います。 

最後に、監督•コーチ、そして練習をしてくださった鶴 
崎高校の先生•先輩方、わたしたちを支え応援してくださ 
った保護者のみなさん、本当にありがとうございました。 



チーム提供写真 
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NTS 2004 雜告 


NTS コ-ディネ-夕-栗山雅倫 


【あらたな局面へ】 


NTS 2004の全事業は、前回までにご報告申し上げましたとおり、お蔭様をもちまして無事終了いたしました。あらため 
て、ご理解、ご協力に感謝申し上げます。 


さて、既にご承知のことと存じますが、 NTS 予算のバックボーンは「スポーツ振興くじ」の支援によるものです0数年 
来、 toto 売り上げの厳しい状況から予算縮小を余儀なくされ、自助努力への変革を鋭意進めております。日本ハンドボー 
ル協会では、この機会をポジティブに捉え、変化へのチャンスと捉えています0したがって、予算の切り盛りだけでなく、 
ベターな システムへの 改革を常日頃から意識いたしております。 


そんな中、ここまでの強化の現状課題などを整理したところ、 NTS 対象選手、まさにこれから新しい進路をたどる選手 
の活動状況に、大きな障害があることが露呈してきました。具体例としては、高校3年生は NTS センタートレーニング終 
了後、大会はもちろんのこと公式行事が無く、大学進学時もしくは入社時には、競技者としての体力を維持できていない 
ということです。 

ジュニア対象選手でもあるはずの選手たちの、このような環境は一刻も早い改善策が取られるべきことは、以前からさ 
さやかれていたことと思います。しかしながら、具体的には策がとられていませんでした。 

今年度、行事の変更等により予算の都合がついたことも手伝い、この「空白の時間」への対処の試みとして、 U 23、 
U 19 の合同研修合宿の開催にこぎつけ、更に合宿は2回に分けて実施することが出来ました。合宿があったことで、選手 
の モチベーションの 維持を図れた のか、フイ ッ トネス状況も上々で、年度明けに開催される大会にこれまでより良い状態 
で入れそうな雰囲気を予感させるものがあります。 


また、指導するスタッフはジュニアスタッフをはじめ、強化に関わるスタッフを複数名招聘し、トップ指導者の研鑽も 
兼ねた実施を試みました。理由の一つとしては、代表各カテゴリースタッフのコンセンサスの強化が挙げられますが、他、 
大きい理由としては、新年度より国際大会のカテゴリー増加に伴い代表チームの再編に迫られる対処の一つです0チーム 
増加により一貫性の低下をまねくことは予測される障害です。そのような状況に陥る前に年代を超えた合宿を催し、代表 
スタッフが協力し合って指導するという機会をもつことを試みました。 


他にも様々な課題、また、 
答を得ることは出来ません。 
ことは容易に想像できます。 
講じてまいりたい所存です。 


様々な対処法が考えられることと思います。それぞれ一長一短があり、なかなかベストの回 
一方、ベストの答えを待って何もしないことは停滞を意味し、イコール後退の一途をたどる 
ベターな対策を常にデイスカッシヨンし、皆様方のご意見を頂きながら様々な対策を今後も 
今後ともよろしくお願いいたします。 
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鈴をつける妙案は…〜 


昨今、やけに寂しさを感じる時がある。いら立つこ 
ともある。無性に気持ちが沈んでしまうことがある…。 

なぜ？ どうも「サッカー狂想曲」にその要因があ 
るようだ。来年のドイツ.ワールドカップ （ W 杯）へ 
向けてアジア最終予選が続いている。 J リーグも始ま 
った。日本列島が連日「サッカー」「サッカー」で沸 
き返っている感じさえする。とくに2月にあった北朝 
鮮戦でのメディアの過剰反応？ぶりには、ほとほとイ 
ヤになった。日本にはその話題しかないのかと勘違い 
さえするようでもあった。過激な行動で取材証を取り 
上げられた週刊誌もあったようだが、これも「熱しや 
すく、冷めやすい」国民性なのだろうか。 

こういえば、ひがみっぽくなるが、でも、少しは「ハ 
ンドボールに目を向けてよ」と言いたくもなろうとい 
うものだ。 



企画•広報委員 

早川文司 


フリースロー ノ 

pkee /mam 


域とともに歩む」ことは、今後の日本スポーツ界には 
避けて通れないことは明白だ。地域の人たちをどう取 
り込むか、さらに自治体とどのように連係してハンド 
ボール競技を浸透させていくか。多くの課題はあろう 
が、これに最大限のパワーと知恵を注がないことには、 
明るい将来はなかろう。 

先に大阪で開かれた日本リーグ GM 研修会でも、ザ 


J リーグは今シーズンから空白地帯だった四国に念 
願のクラブが誕生、全国的な広がりを見せた。また、 
草津温泉にも:[クラブが誕生、温泉と連動したクラブ 
づくりが注目を集めている。 

こうした地域の人々に支持されている J クラブは、他 
にも新潟や大分にもある。決して経営基盤は安定して 
いるとまでは今のところいかないようだが、地域の支 
えを最大の武器として三位一体で育てようとの意識が 
あるところがうらやましい。 

ハンドボール界も「地域重視」は欠かせない。「地 


スバ草津のクラブ運営について貴重な体験が披露され 
たと聞く。これら J クラブや文科省が推し進める総合 
型地域スポーツクラブなどから参考になる話を聞くの 
もいいだろう。要はいかに全国にハンドボールクラブ 
を誕生させるかが重要なのである。 

すそ野を広げることは、人材発掘にもつながるし、 
ファン層拡大にも貢献できるだろう。どのように「首 
に鈴をつけるか」が最大のテーマである。関係者の英 
知を結集して妙案を出し、多くのクラブ誕生につなぎ 
たいものである。 




NEW 

又カイハン K, C C-S. SP (TXH512) 
VI5,000 

カラー* 230 Vレ vKX ホワイト 
■ね111プル ー Xホ9<卜 
サイス23 ■〇〜的 .Ocm 


攻守の切り替えの速さに加え.跳躍力も必要な競技ハンドボール 
その過酷な足元を守るクッション性とフロアに吸いつくよラなグリッブカ 
スカイハン KC.C.S. SP、 跳人たちの足元を飾るに柑応しいイントアモデルの登場だ 


jun -ツ如仇い- 
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自然換気システム fNAV-Window-21 」は、 



日本体育大学健志台キャン/ c ス体操競技館 


風の道をつくり、自然換気をする建築は、世界的に見て、 
確かなひとつの流れとなっています0 
NAV ウインドウ21は、「風」という自然エネルギーを利用した 
爽やかで効率のよい自然換気を実現するシステムです0 


自然換気システム商品シリーズ 

liVAV- 術 / idou; - 2.z| 

〈スウインドウ/ウインコン/キャブコン〉 


r 平成 16 年度地球温暖化防止活動環境大臣賞受賞』について 

当社が実施してきた10年間に亘る自然換気システムの開 
発への評価、また製造販売活動を通じ自然換気システムを 
採用いただいたビル建築が100件を超え、年間で 
13,00 Ot の C02 排出削減（森林面積で5,600 ha= 皇居 
面積の約60倍相当）に貢献している点が評価されました。 


milPJL 三二 1 □£! 工業怫式各 fi 


本社/〒 933-8602 富山県高岡市早川550〈ビル建材事業部 〉 TEL (0766) 20-3321 
立山アルミホームページ http :// www . tateyama . co . jp / 




























ヨ^ーロツバの選手はいつ「トレ^ーニンク」するのか？ 


練習時間は1時間15分、 

1週間の練習回数は2回 


ゲームがトレーニング 

日本との違いがわかるような 


選手を育てる方法や環境については今までいろいろな議論がさ 
れてきました。おそらく今後も永続的に行われていくものと思われ 
ますが、スウェーデンに渡ってから忙しく時間が過ぎる中で、時折 
感じることがあります。それは「彼らはいつトレーニングをつむの 
か？」ということです。私の長女の例を挙げてみましょう。昨年渡 
航後すぐに地元マルメのクラブチーム ( DalhemsIF ) に入ることが 
出来、現在ゲームとトレーニングに参加しています。練習時間は1 
時間15分、1週間の練習回数は2回、公式戦は2種類のエリアリ 
ーグとスウ x —デン選手権（トーナメント）、大方土 • 日曜日に開 
催されます。スウェーデン選手権に関しては、勝ちあがればそれだ 
け試合が増えます。また各地で開催されるプライベートトーナメン 
卜出場しかりです。期間は9月から翌年4月までです。 

ラルス • クリスチャンセン選手の場合 

次にブンデスリーガ•フレンスブルグのラルス•クリスチヤンセン 
選手のケースを参考にしてみましょう。シーズンは9月から翌年5 
月末までです。その間、ブンデスリーグ、ドイツ選手権、チャンピ 
オンズリーグ、代表活動と休むまもなくスケジュールが入ってきま 
す。練習時間は90分程度、午前中にフィジカル Tr が入る時もあ 
ります。水曜日にチャンピオンズリーグやドイツ選手権、週末ブン 
デスリーガ、公式戦の次の日が休養日になりますから、一週間で3 
回の練習、2回の公式戦、もちろんホームゲームばかりではありま 
せんからこの間に移動も含まれます。クリスチャンセン選手はデン 
マーク代表として世界選手権に出場しましたから、2月中旬までの 
スケジュールとなると、9月10月はシーズンスケジュール消化、 
11月の中旬ワールドカップにデンマーク代表として参加、翌年1 
月2日までシーズンスケジュール、その後世界選手権に向け3つ 
大会に出場し、本大会に臨み世界選手権終了後はフレンスプルグに 
戻り、上記のスケジュールを5月末まで消化します。 


比較表を作成するようなことは 
しませんが、我々が思っている 
以上に ヨーロ ッパの選手は ハン 
ド ボールを スタートした時から 
「ゲーム」中心に活動をしてき 
ているということです。娘が出 
場する公式戦は必ず、レフエリ 
一 • オフィシャル • 暖房入り体 
育館 • 父兄の応援含めた観客入 
りで行われます。フレンスブル 
グの公式戦は大方6000人（キ 
ールやハンブルグでは10000 
人）の観客を集め、常に「アド 
レナリン」が吹き出る状態で行 
われます。 

トレーニングの 合間に ゲーム 
が開催される日本と、 ゲーム 自 
体が選手の レベル アップに繫が 
る 「トレーニング」 であるヨー 
ロッパ。地理的条件や体格のハ 
ンディ ばかりではなく、このあ 
たりにも目を向ける必要があり 
そうです。だからと言って誰で 
も「ヨーロッパに移籍すれば」 
という偏った話にしないように 
するのが、我々日本人 コーチの 
「腕の見せ所」といったところ 
でしようか。 

さてどうやって…？ 



SG フレンスプルグのホームゲームが開催さ 
れる Campushalle です。6000人収容可能〇 



デンマーク代表と SG フレンスブルグの 
キャプテンを務めるストリーガー選手の 
個人車。選手、監督も自らの車でクラブ 
の TO に協力 



SG フレンスプルグの HP に紹介された酒 
巻さん （ HP より転載） 


編集部より：酒卷清治左んの活動が 
プンデスリーヴ 、 SG 7レンスブル 
グの HP に紹介されました。 



東京都 
協会だよリ 


第19回読売杯争奪ちびつ子 ハンドボ-ル大会 開催される 


表記大会が2004年12月26日〜30日まで、中央大学第一体育会アリーナで開 
催された。同大会は東京都協会も後援で協力し、日本協会参与•佐野和夫氏が大会 
会長を務め、副会長•福本弘氏（都協会副会長)、大会委員長•大塚文夫氏（都協 
会理事長)、審判長•兼田佳博氏（都協会審判長）が役員として参加した。 

佐野和夫氏の言葉。 一つの 体育館にこんなに人の集まる大会はない。5面の コー 
卜で同時に試合が行われ、2000人以上の選手、コーチ、保護者の方が同時に体育 
館にいたのではないか。昨年は体育館の都合で中学生のみの大会となり、多くのち 


の同時開催ができた。大会運営は大変であるが、次代を担う選手の熱戦の灯を消さ 
ぬよう、今後も主催、共催各社の協力を得て頑張っていきたい。 

(主催: ㈱ AI スポーツプロダクト「ハンドボール7 J 、 ㈱ ェモツクエンタープライズ） 


写真提供：プロ フオートサニー 
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合をしている選手であり、同じ土俵でハンドボールをしてい 
るため見劣りはしないのです。シニアがナショナル A だと 
考えると、シニアリクルートがナショナル B 、 19歳チーム 
がナショナル C 、 沢山の選手がシニアチームの予備軍として 
時期を待っている、選手層の厚さを感じました。 

► ナショナル監督の仕事磚 

ノルウェー チーム 監督の仕事に関して話を聞きましたが、 
シニアチームの 監督は専属のナショナル チーム 監督（彼女の 
NHF との契約は2005年2月に更新され2009年の3月ま 
で。）で、合宿時以外は選手とのコンタクト、クラブ チーム 
の試合を観戦 、 NOC (ノルウェーオリンピック協会）との調 
整、ハンドボール協会の強化担当として講習会を企画、講義 
をするなど忙しく活動されています。 

► ヨーロッパ選手権前の準備 ◄ 

ヨーロッノ《選手権の準備を見てみるとアテネのオリンピッ 
ク予選が終わってから（ノルウェーは出場していないので、 
観戦のためにアテネ入りした）、10月4〜6日、10月18 
日〜21日と国内で合宿を行い、10月22〜24日までドイ 
ツでドイツ、フランス、ロシアと試合をしています。11月 
22〜28日にスポンサーの開催するモンべルリンゲンカッ 
プ（ノルウェー）でフランス、ロシア、クロアチアと3試合、 
そして12月1〜7日までフランスで事前調整しました。そ 
の間に、オランダ、スペイン、フランスと3試合しています。 
直前のフランスでの試合、モルべルリンカップは TV 放送が 
あり、国内の注目度も高く、緊張感のある試合が展開されて 
いました。このようにヨーロッパ選手権大会直前まで、精神 
的にも肉体的にも非常にタフな試合をしていました。 

大会前に限らず、ヨーロッパの国々は頻繁に対抗戦をして 
います。2005年3月初めにはドイツでノルウェーとクロア 
チア、スペインの女子ナショナルチームが集って試合をしま 
す。地理的に日本が背負うハンディは大きいと思いますが、 
ビデオで見るだけではなく、実際に試合をして肌で感じる経 
験を増やす必要があると感じます。 

►男子世界選手権を終えて娜 

男子世界選手権中はハンド観戦用の特設会場がカフェに設 
けられ、外に出るのが好きなノルウェー人はハンドカフェに 
集まって試合観戦をしていました。試合後のクラブは興奮冷 
めやらぬ、少し火照っている感じで、「シェリングがこんな 
シュートをやっていた」「こんなアシストあったよね」と、 
話題は TV で見たスーパーブレーの話で持ちきりです 。 TV 
中継で世界の No . l を決める数々の試合を見て、仲間と「こ 
んな感じだった？いやっこんなふうだったっけ？」と体育 
館で実践する。他のチームの練習内容を見ていても、世界選 
手権で見たプレーを目標にしたもの（特にポストへのアシス 
卜の方法）などあちらこちらに世界選手権効果のようなもの 
が見られました。こういった火照りの積み重ねが、後々大き 
な違いになると思います。 TV 放送の影響の大きさを痛感し、 
日本でより多くの人が、タイムリーに世界のトップレベルの 
試合を観戦できる環境が整うことを望みます。 

(次号の山田永子のノルウェー研修日記は休載いたし#す。 
次回は6 • 7月合併号に掲載いたします。） 


► 適常の活動彳 

今回はノルウェーの女子ナショナルチームの活動について 
紹介します。女子ナショナルチームは、16、17、19、シニ 
アリクルート、シニアと分けられ、それぞれ毎月1回合宿 
を行っています。合宿の日数は3日から1週間程度。基本 
的に毎月行なわれますが、合宿がない月にはその代わりに1 
日だけミーティングをしています。合宿する場所は毎回異な 
りますが、オスロにあるオリンピックセンターが練習場所、 
宿泊施設、食堂など設備が整っている上、集合場所として便 
利なため頻繁に利用されています。 

2005年2月は10〜13日にオスロのオリンピックセン 
ターで行なわれました。今回は16歳からシニアまですべて 
のチームが集まりました。いつも合同合宿をする訳ではない 
のですが、今回は16歳チームが国際大会を控えていること 
や、ヨーロッパカップなど国内リーグ以外の試合の関係でシ 
ニアリクルート、シニアの選手があまり集まることができな 
かったので合同に合宿を開催して、練習試合を中心に行なつ 
ていました。 




1臼！！ 


13:00 

集合 

14:00〜16:00 

体力測定+速攻練習 

17:00 

夕食 

18:00〜19:30 

技術テスト（課題を与えて選手を評価） 

2 BU '' 

■ ■■ . 二 ：：，::、 .. Tl 

8:45 

朝 S 

10:00〜12:00 

練習試合 

12:45 

昼食 

15:45〜16:30 

ミーティング 

17:00〜19:00 

体力トレーニング 

20:00 

夕食 

3 ag 


8:45 

朝食 

10:00-12:00 

ポジションごとトレーニング+6対6 

12:45 

昼食 

16:45 

チヤンピオンズリーグ (Nordstrand-Volgograd) 

19:00 

夕食+交流会（それぞれのチームで芸だし〗0分） 

4日目 


7:30 

朝食 

9:00〜11:00 

ディフェンストレーニング 

解散 



!► 選手層の厚さとカテゴリー間の交流磚 

16歳以上であれば、その上の17歳〜シニアの試合すベ 
てに出ることが可能です。私が研修中のクラブチーム （ BSK ) 
にも16歳で17歳チーム、19歳チーム、リクルートの試合 
に出ている選手がいるのですが、実際には16歳と17歳の 
試合だけでも週3回あり、それに加えてナショナルの合宿、 
試合があります。スケジュールを調節しながら19歳やその 
他の試合に出ています。以前トツプの試合にも出て活躍した 
と聞きました。選手の能力やモチべーションに合わせて試合 
数や参加するレベルを上手く調節することが出来れば、この 
制度は選手の可能性を伸ばすとても素晴らしい制度だと思い 
ます。 

私見では、大体16歳は多少体格的に劣り、技術的にも差 
があると感じますが、17歳チームでは半数、19歳の選手は 
ほとんどリクルートと見劣りしません。実際には19歳の選 
手は各クラブチームで19歳区分とエリート区分を兼ねて試 
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世界の女王 • 林五卿の提言〶 


日本が世界では(丈たくために 


現在、広島メイブルレッズの監督として活躍の世界のスーパースター林五卿さんにインタビューを先号に続いてお伝えいたします。3回にわたった連載も今 
回で最終回です。今回は彼女自身が世界で感じ取ってきたことをもとに、日本が世界ではばたくために何が必要かをお聞きしました。インタビューは本誌フ 
リース ローで お驯染み、ジャーナリスト早川文司氏です。 


ここまで2回にわたってハンドボールとの出会い、苦しか 
った中•高校生時代、韓国ナショナルメンバー入り、世界一 
へのチャレンジ、そして頂点に立った喜び、日本の未来を担 
う人たち、指導者へのアドバイスなどを語ってもらった。 

最後となる今回は、日本が今後、世界の舞台ではばたくた 
めには何が足りないか、どうすべきか。北京オリンピックに 
出場するためのアドバイスなどを話してもらいたい。 

まず、日本は先の男子世界選手権でも予選をクリアできな 
かった。世界、言い換えればヨーロッパ勢への対抗策から話 
してもらいたい。 

林バルセロナ•オリンピック前年の1991年、韓国体育大学 
2年生の夏休みだったと思う。恩師である鄭亨均監督（前中国 
代表監督）に教えられたことが、今でもはっきりと残っている。 
「韓国を含めてアジア勢はヨーロッパ勢に比べて小柄だ。彼ら 
に追いつき、追い抜くためには倍の力とトレーニングが必要だ」 
実際、ヨーロッパ勢と戦ってみて、その言葉を実感できた。当 
たられたらすぐ倒れたりした。だから、先生のきびしいトレー 
ニング、スパルタ練習が理解できた。ハンドボール以外のこと 


に目を向けず『オリンピックで勝つ』という目標に向かってい 
けた。そしてバルセロナで金メダルを獲得することが出来た。 

しかし、 4年後のアトランタ•オリンピックでは銀メダルに 
終わった。なぜか？確かに実力的には上だったと思う。でも、 
負けたことは事実。当時のメンバーはバルセロナのメンバーが 
残っていた。何か新鮮なものがなく、私を含めて気持ちの緩み 
が勝てなかった原因だったと思う。 

昨年のアテネ.オリンピックも銀メダルだったが、やはり同 
じ感じがする。身体で感じないとダメ。何か足りないものがあ 
るのだろう。 

韓国のナショナルメンバーは1年間のほとんどを合宿生活中 
心とすることがある。しかし、日本のナショナルは1年間トー 
タルで2、3力月の合宿。これでは世界のトップになるのはむ 
ずかしい。最初にも言ったように、ヨーロッパ勢とは体格、体 
力的に劣っている。だからナショナル活動をもっと広げること 
が必要だと思う。リーグのスケジュールは半年間にもなる。そ 
の間にもナショナルの合宿を組むなどが大切。 

出来る限りけが人を出さないためにも、冬場にウェートトレ 
ーニングや筋トレをしっかりして身体づくりに励み、春から本 
格活動できるようにする必要がある。そのためには国内の各種 
大会のスケジュールとの調整も大切。アテネ • オリンピック出 
場で私と呉（成玉二広島メイプルレッズ）が韓国の合宿で1、 
2力月間、ウェートや筋トレをしっかりしたから日本に帰って 
もその効果が残っている。経験から言えること。日本の合宿は 
10日間くらいだが、もっと長期間、あるいは合宿の回数を増 
やす必要があろう。韓国があれだけやっても世界の壁はなかな 
か越えられないのだから…。 

一日本も今は各カテゴリーが充実してきたが、そのあたりの効 

果も期待できるのでは。 

林システムが充美するのはいい。しかし、ナショナルメンバ 
一の人選が大切だ。韓国のアテネメンバーにも20歳や高校生 



アテネ表彰式 写真提供：旧 F 



Power & Value 

ぶ . IDEA TECHNOLOGY 牙 MATERIAL 

力の結集が新たな未来を創り出す。 

★大同特殊鋼 
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もいる。センスのいい選手がそろっている。でも、藍督の指導 
だけではどうしてもむずかしいものがある。私と呉が入ってそ 
うした若手の「見本」になれる。これが重要。私達のプレーを 
見て、マネをして、自分のものに出来るのではないだろうか。 
実際に目の前で見ることは若手には大きなプラスになる。 

だからナショナルメンバー選考で14人を選ぶとする。試合 
に出るのは10人から12人くらい。あとの4、5人は今後の 
ことを考えて若手を加えるべきだと思う。一挙にメンバーを入 
れ替えると、若手が根性などを含めて学ぶものがない。将来を 
考えて可能性の見えるナショナルを編成すべきではなかろう 
か。ベテランと一緒に練習して、身体で受け止めるチャンスが 
ないと若手が育たない。 

—日本と韓国を比べて、日本をどう見ているか。 

林センスのいい選手は日本にいっぱいいる。でも、ポジショ 
ンごとにリードする選手が必、要。まだ技術が足りないし、経験 
も不足している。1、2年間、専門的に徹底的に技術を伸ばし、 
経験を積ませると打倒韓国も可能だし、世界でもトップクラス 
になれると思う。 

ーナショナル活動の方法の問題でもあるが…。 

林所属チームでは練習も限界がある。ナショナルでは練習内 
容もレベルが高い。それをじっくりやることが大切だし、強化 
にもっと本腰を入れて取り組むことも重要。ジュニアとの連係 
強化も欠かせない。そのためにはシステムをしっかり構築する 
ことが必要だ。 

一北京オリンビック出場は日本の最重要課題といえるが、可能 
性は。 

林北京オリンピックうんぬんではなく、アジアでトップにな 
ることをまず考えるべきだろう。トップになれば自然と北京へ 
の道が開けてくるのだから。 

そのトップになるための宿題として、個々やチームとしての 
分析や今の何倍もの練習をすることが重要だ。そして今がベス 
トメンバー、ベストチームでなく、3年後にベストメンバーに 
なる可能性のある選手を選んで、今後2年間鍛えることが大切 
だろう。 

先ほども言ったように、そのメンバーも一挙に入れ替えるの 
でなく、何人かの「手本」となるベテラン選手を残して可能性 
のある選手と融合させることが重要。目の前のゲーム、勝敗に 



アテネでのプレー 写真提供： IHF 


こだわるのでなく、身体づくりをしっかりして、技術を伸ばし、 
コンビネーション練習をこなすこと。そこでは視野を広く持つ 
ことが欠かせない。とにかく 3年後に「勝てるチーム」づくり 
を目指すことが大切。そこで忘れてならないのが、言うまでも 
ないが「みんなでナショナルをフオローする、支える」ことだ 
ろう。 

—ところで、もしも林さんが日本のナショナルを指導すると仮 
定した場合、まずメンバー選考はどうする考えがあるのだろ 
うか。 

林そんなことは考えたことはない。ナショナルチームに限っ 
たことではないが、私がメンバーを選ぶ基準としていることを 
言わせてもらう。 

先にも言ったが、まずメンバー構成は、ベテランと若手をミ 
ツクスさせたい。とくに若手の選考は身体、ハンドボールの動 
きを見たい。そして理解力なども参考にしたい。そのためには 
1度だけでなく、何度か選考会を開きたい。 

練習にあたっては個々の選手の特徴、人間性など私なりにし 
っかり理解するのはもちろん、チームワークの大切さ、さらに 
は勝敗のきびしさを植え付けたい。 

また、もしも大学生や高校生をメンバーに加えるなら、学生 
が参加しやすいようなスケジュールで合宿計画を立てたい。実 
業団の選手は学生に比べると集まりやすいのだから…。そうす 
ることで合宿の効果が上がるし、戦カアツプにもつながるので 
はないかと思う。 

でも、これはあくまでも仮定の話。いつの場合でも私は勝つ 
ために全力を尽くすが、ナショナルの指導は自信がないし、考 
えてもいない。 


I 規模•高速•高効 
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アジア男子ジュニア選手権 


囹 

固 



全日本男子 u - i 9 コーチ >tJH —m (茨城県立藤代紫水高等学校教諭) 




今号では表記大会にコーチとして参加されました滝川一徳さんの報告を掲載いたします。大会結果と日本チームの戦いは本年 
1/2合併号 （457 号）に掲載済み、次号にはトレーナーの尾中祐二さんのフィジカルレポートを掲載いたします。 


ぐ，ュニアナショナルチームに携わらせて頂き、2回目の 
〆 アジア選手権に参カロさせて頂きました。コーチとして、 
今回のチームの強化経過において感じたこと、および、高校 
の指導者の立場から私見を述べさせて頂きます。 

|前回大会から 

2002年の大会（タイ•バンコク）においては、アジアの 
大会運営の現状をまざまざと見せられました。中東勢に有利 
なレフエリーの意図的なゲームコントロールを目の当たりに 
し、当時チームを指導頂いたクリチェンコ氏が「2度と私は 
こんな大会に来ない。これはスポーツじやない、オイルチヤ 
ンピオンシップだ」と目に涙をため寂しそうに話していたこ 
とを覚えています。最後の結果が見えている大会にわざわ 
ざ強化してチームを参加させるべきなのか、玉村監督とも真 
剣に話し合いました。それでも參加しないのは逃げであり、 
GK 志水（大体犬)、岩永（筑波大)、東長濱（日体大）ら優 
秀なタレントが育っていったこの世代の選手には過酷な現状 
とは理解しつつ、将来のある選手に多くの経験を積ませるこ 
とで、未来のナショナル選手を育成することが与えられた使 
命と話し、アジアの正常化に期待しながら新チームのスター 
卜を切りました。 

[] チーム戦術および強化のビジョン 

我々指導者は、そのチームが持つ良い状態のイメージばか 
りでなく、最悪の事態でもこうできるというラインを想定し 
てチーム作りをしていかなければならないと考えます。その 
ため玉村監督とも入念に話し合い、仮に前回の様な大会運営 
がなされるとするならば…という仮定のもとチーム戦術を練 
り、それに見合う選手をピックアップしました。 



試合前に指示を出す滝川氏（チーム提供写真) 


DF においては攻撃的なプレス防御体型をとることはレフ 
ェリーによってはリスクを背負わざるを得ないと判断し、6 
一0防御で大型選手をピックアップするとともに、 6—0防 
御でありながら、ここ数年 NTS でも取り組んで頂いた機動 
力のある DF を敷くために、それができる選手も選考しまし 
た。さらに速攻の戦術は、現在の松井ジャパンの真骨頂であ 
る追いかけの速攻を柱にし、 OF においては大型選手のデイ 
スタンスシュートに頼るのではなく、ボールを保持する前の 
動きやコンタクトプレー、テンポの変化を利用した連続性の 
ある攻撃で確立よく得点をとるというスタンスにして強化致 
しました。さらに今回はチーム強化の柱の]つとしてフイジ 
カル面の強化を推し進めてきました。また医科学委員会の西 
山先生を中心にサポートして頂きまして、選手は自分の体の 
生理的特徴や栄養状態を知ることができ、非常に恵まれた環 
境で合宿を行うことができました。 

|大会総括 

このチームは吉田キャプテン（筑波大）を中心に、攻撃で 
は海道（筑波大)、前里（早稲田犬）らが我々の意図とする 
戦術をよく理解し、彼らにできる精一杯のパフオーマンスで 
チームを牽引していってくれました。東（日体大)、谷井（大 
体犬） GK 陣も闘志溢れるキーピングでピンチを再三救って 
くれました。しかしながら DF 面での核となる選手が出てこ 
なかったことが今回の大きな敗因の1つであると考えます。 

|大会に臨む 

大会に入り迎えた初戦、クウェートとの対戦は、我々スタ 
ツフそして選手もレフェリーのコントロールがあることを予 
想しながら臨んだわけですが、追いつけるチャンスに連続し 
てラインクロスをとられる等、微妙な判定はある中、前回の 
ような明らかなゲームコントロールは行われておらず、初戦 
を落としてしまったものの、この大会は思い切った勝負がで 
きると感じておりました。（結局は大会終盤にきてからこの 
大会は前回大会のようにカタール • クウェートを中心とする 
中東勢に偏るのではなく、クウェートのみに偏っていること 
がわかったわけですが…。） 

|韓国戦で見えた課題 

2戦目以降、予選リーグ突破にはもう1つも負けられない 


— 20 — 













第 9 回アジア男子ジュニア選手権報告 


試合をチームー丸となって突破し、大学生に混じって参加し 
た高校生3名の大活躍もあり、迎えた準決勝韓国戦、この試 
合に勝てば20年ぶりの世界大会に出場が決まるんだと選手 
達は歴史を変えるという意気込みで戦いに挑みました。前日 
に入念な韓国対策のトレーニングとミーティングを行い、そ 
の甲斐あってミスも今大会で一番少なく、やらせてはいけな 
いと徹底したことは確実に守ることはできたものの、先にも 
述べた通り、特に中央を守ることのできる強いフィジカルを 
持ったディフヱンダーが不在でありました。国内でしかも大 
学生のレベルでは大きさだけでも十分に守れることができて 
も、重さとスピードを兼ね備えた外国のバックプレーヤー陣 
をはじいたり、コンタクトしたりすることの経験はこの大会 
が初めてだったと思います。初めて日の丸をつけ外国人と戦 
う選手達にとっては初めての経験であり、 DF のある選手が 
大会終了後に「もっともっときちんとウェイトトレーニング 
をしておけばよかった」と言ったように、この時点でもうす 
でに敗戦が見えてしまっていたのかもしれません。前半8点 
のビハインドがありながら、後半必死で練習してきたクロス 
アタックをかけ、スピード溢れる速攻で連続得点し、後半戦 
だけをとれば勝利したことは評価できたものの、この年代で 
あと1歩まできている韓国との差を縮めるには、やはりある 
程度体ができる高校生のうちからのフィジカルトレーニング 
に対する意識を高めるとともに大学1 • 2年生の継続した卜 
レーニングも絶対に必要であると考えます。 

|イラン戦：速攻を封じられる 

代表決定戦に敗れた日本は、 3位決定戦であるイラン戦に 
臨みましたが、前日の韓国戦における日本の速攻を警戒し 
たイランは徹底して日本の DF でのスタミナロスを狙いにき 
ました。明らかに日本の中央 DF のコンタクトの弱さを見抜 
いた徹底したカットインプレーでの得点を狙いにきたわけで 
す。 セッ トプレーで得点されては得意の速攻にもつなげるこ 
とができません。イランは攻撃回数をできるだけ減らし日本 
の弱点をついてきました。 

|大会の反省および今後の課題 

今大会、クウェート戦を除いては、レフェリーは公平であ 
り、前回レフェリーにばかり目がいってしまい、十分な反省 
ができていなかったことを考えれば、今回は明らかに課題が 
多く出ており、また今後クウヱートが主導権を握り続けた場 
合を考えるとこの年代の選手に世界を経験させるには、韓国 
に何としても勝つしかないと考えられます。またイランの台 
頭も見逃すことはできません。イランのコーチに今大会に至 
るまでの強化体制について話を聞くことができましたが、今 
の日本の与えられた厳しい条件の中で強化していかざるを得 
ない現状と比べると相当なハンデがあると感じました。 

それならば、せめて所属チームでフィジカルトレーニング 
を十分に実施して頂き、2年間で5回弱しか強化合宿を行え 
ない現状を考えれば、所属チームでのトレーニングの継続が 



右端が滝川氏、左端は大川氏（副団長 S 高体連委員長）（チーム提供写真) 


最も重要となるのではないかと考えます。私見であり、また 
本音でもありますが、やはり ジュニア ナ ショ ナルチームは同 
じ年代 だけの 集団であり、また大学での先輩•後輩の生活か 
ら離れて合宿にくることでどこかに甘えが生じ、毎回注意を 
促すものの、合宿初日から緊張感があるかといえばそうでな 
いことが多々あります。 

I ジュニア層の強化のために 

今後選手の意識を高めるには、私を含めたジュニア層の指 
導者がより多く現状を知り、日の丸をつけることがゴールで 
はなく、やはりアジアで勝ち、そして世界で戦うことを目標 
にできる選手を発掘 • 育成していかなければならないと考え 
ます。 NTS とも連動しながらここまでくることができまし 
たが、センタートレーニングへの参加指導者数を増やす手立 
てを考える等、常日頃から現場で指導されている先生方との 
コミュニケーションを図る機会を増やさなければ、今のジュ 
ニアの抱える問題も十分に議論されぬまま、また次回を迎え 
るという同じことの繰り返しになるような気がしてなりませ 
ん〇 

例えば、攻撃の1つの例ですが、私もこの仕事をさせて頂 
く以前は、外国人=大きい=上から打ち込んでくるという考 
えを持っていました。ところが他国の大きな選手はデータを 
とってもわかるように、ブレイクスルーでの得点が圧倒的に 
多いのです。日本の中では長身シューターとして通用してい 
る選手が、このレベルの大会に行くと確率よくディスタンス 
シュートを決めることはできません。なぜなら外国人の強い 
当たりや高さがあるために国内でプレーするように簡単に間 
合いを獲得したり、間を割ることができず、そこで攻撃が詰 
まるとイージーなシュートを高い外国選手の壁の上から打っ 
てしまうからなのです。ナショナルチームレベルの豊富な海 
外経験者ならば、わかりきった話だと思いますが、ジュニア 
の選手には外国人との対戦を経験をさせない限り、いくら映 
像で見せたり、説明をしても実際に肌で感じなければトレー 
ニング効果も半減してしまうと考えます。 

■経験こそ財産 

外国人に対するプレーをイメージとしては理解できていて 
も、フィジカルの重要性も分かってはいても、実際に大きな 
外国人とコンタクトするなど、戦ってみてはじめてわかるこ 
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とが多いのです。しかし、アジアを突破しこの年代で世界を 
経験させるには、その時点でもう遅いのです。負ける悔しさ 
を経験させることも大切であるという考えもわかりますが、 
それよりも勝つ喜びを経験して次のカテゴリーに進んでこそ 
生きた経験になるものと確信します。しかしながら今のハン 
ドボール界を取り巻く厳しい現状を理由にした負けが許され 
る訳ではありません。ですから、せめてジュニアの年代の選 
手を現場で指導されている先生方でのディスカッションを行 
い、現場に還元するなど早急に今できることを行っていく必 
要があると思われます。また、ナショナルチームとの合同合 
宿等をして頂き、外国人と戦うために必要なことを身をもっ 
て教えて頂くことも、この世代の選手には必要なことではな 
いかと考えます。 

最後になりますが、常日頃からのたくさんの先生方の励ま 



集合写真（チーム提供写真） 

しや御指導に対しまして、深く感謝申し上げますとともに、 
今後とも温かい御指導を頂けますよう切にお願い申し上げま 
して報告とさせて頂きます。 


個人 データ 


tp (シュート率） 

クウェート 

オマーン 

インド 

バングラ 

タイペイ 

韓国 

イラン 

合計 

% 

(筑波大） 

2/3 

5/7 

4/5 

0/0 

3/3 

— 

- 

14/18 

7 8% 

岸川（早■田太 J 

0/4 

4/8 

3/6 

0/0 

4/6 

4/13 

1/9 

16/4 6 

3 5% 

海道（筑波大） 

5/6 

1/1 

4/4 

1/1 

5/5 

1/6 

0/3 

1 7/2 6 

6 5% 

酿部（中部大） 

0/1 

5/10 

4/13 

5/8 

0/6 

4/12 

1/8 

19/5 8 

3 3% 

窮島（函館大） 

3/7 

2/3 

4/5 

9/11 

8/8 

3/3 

2/4 

3 1/4 1 

7 6% 

鏖井(大同工大)： 

1/1 

1/1 

7/8 

4/5 

1/2 

1/1 

1/2 

1 6/2 0 

8 0% 

觀山（光体大 J 

2/2 

0/0 

6/9 

0/0 


0/0 

5/5 

13/16 

81 % 

藤本 ( B 体大) 

0/1 

3/4 

3/5 

- 

1/2 

3/3 

0/0 

10/15 

6 7% 

里（早稲田太） 

4/10 

2/5 

0/0 

0/0 

3/6 

3/8 

4/7 

16/3 6 

4 4% 

麵 m 波太) 

0/0 

1/3 

0/0 

0/0 

7/11 

1/4 

0/1 

9/19 

4 7% 

議格（捆奈高） 

— 

— 

一 

8/10 

2/2 

5/6 

0/2 

15/2 0 

7 5% 

mm ) 

5/5 

3/3 

4/5 

3/5 

4/4 

4/5 

1/1 

24/2 8 

8 6% 

棚原（興南高） 

1/2 

4/5 

3/4 

12/18 

0/0 

0/0 

4/6 

24/35 

6 9% 

合計 

2 3/4 2 

3 1/50 

4 2/64 

4 2/5 6 

3 8/5 5 

2 9/6 1 

19/4 8 

2 2 4/3 7 8 

5 9% 


m (阻止率） 

クウエート 

オマーン 

インド 

バングラ 

タイペイ 

韓国 

イラン 

合計 

% 

巍（日体大） 

3/12 

10/2 2 

12/2 1 

10/21 

7/18 

8/2 1 

15/3 0 

65/145 

4 5% 

響井 (太体太) 

8/19 

13/2 5 

7/26 

9/12 

19/3 7 

11/2 7 

10/2 0 

77/16 6 

4 6% 


選手団名簿 


役職 

氏名 

所属先名 

団長 

竹野奉昭 

(財）日本ハンドボール協会 

副団長 

大川洋司 

茨城県立鋅田第二高校 

監督 

玉村健次 

(財）日本ハンドボール協会 

コーチ 

滝川一徳 

茨城県立藤代紫水高校 

コーチ 

矢内浩 

大崎電気工業 ㈱ 

ドクタ— 

有田忍 

トツパングループ健康保険組合 

トレーナー 

尾中祐二 

トレーナーズフオーアスリート 


氏名 

所属先名 

身長 

体重 

出身校 

東直明 

日本体育大学 

184 

83 

千原台局 

谷井 

清二 

大阪体育大学 

191 

107 

岡山理大付属高 

吉田 

哲 

筑波大学 

174 

70 

瓊浦高 

岸川 

英誉 

早稲田大学 

186 

87 

國學院栃木高 

海道 

衛秀 

筑波大学 

174 

64 

氷見高 

服部 

広幸 

中部大学 

192 

85 

大垣工業局 

宮島 

- 

电一 

函館大学 

172 

72 

高岡向陵高 

雲井 

朋幸 

大同工業大学 

187 

91 

桑名工業局 

西山 

尚良 

大阪体育大学 

175 

65 

洛北高 

今井 

昭仁 

福岡大学 

188 

77 

久留米工大付属高 

藤本 

拓 

日本体育大学 

172 

68 

岩国工業高 

CX 3 

刖里 

卓実 

早稲田大学 

181 

74 

興南高 

銘莉 

Co* 

筑波大学 

182 

84 

那覇西局 

染谷 

雄輝 

伊奈高校 

170 

68 

けやき台中 

小川 

雄也 

伊奈高校 

186 

84 

けやき台中 

棚原 

良 

興南高校 

189 

77 

浦西中 
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堺（開催地) 
石川県 
石川県 
堺（開催地) 
沖縄県 
堺（開催地) 


大阪府 

奈良県 

) 12富山県 


■予選リーグ 
▼ A ブロック 

富山県22 (13- 9、9 -10) 19 
熊本県25 (11 — 10、 14-13) 23 
富山県25 (9-13、 16- 9) 22 
岐阜県24 (12-10、 12-13) 23 
富山県29 (12 — 13、 17-11) 24 
岩手県30 (12-10、 18-12) 22 
▼ B ブロック 

茨城県36 (17-7、19一 7) 14 
大阪府40 (19-9、 21-11) 20 
茨城県38 (21 -11、 17-12) 23 
大阪府28 (12-6、 16-13) 19 
大阪府28 (15 — 13、 13-14) 27 
香川県30 (17-11、 13-13) 24 

▼ C ブロック 

愛知県38 (21- 1、 17- 3) 4 
沖縄県25 (13-11、 12-13) 24 
愛知県40 (17-9、 23- 4) 13 
沖縄県34 (20- 6、 14-13) 19 
愛知県18 (10-9、8 - 9 ) 18 
石川県28 (14 — 11、 14-10) 21 

▼ D ブロック 

奈良県21(10—7、 11-10) 17 
山口県26 (14-12、 12-10) 22 
奈良県24 (12-13、 12-9) 22 
愛媛県21(9—12、 12- 8) 20 
奈良県23 (14 — 11、9 -10) 21 
山口県23 (11-7、12- 7) 14 
_準決勝 

富山県31(15-12、 16-12) 24 
愛知県27 (12—7、 15- 6) 13 

■決勝戦 

愛知県32 (15 — 5、 17—7 


【女子の部】 

■順位 

優勝 大分県選抜（大分県は7年ぶり2回目の優勝) 
準優勝埼玉県選抜 
3 位愛知県選抜、熊本県選抜 
■オリンピック有望選手 
宇野歩奈良県選抜（大瀬中） 

■最優秀選手 

増田寛那大分県選抜（明野中） 

森川佳央里熊本県選抜（玉名中） 

高橋薰乃愛知県選抜（宝神中） 

宮下真紀熊本県選抜（都呂々中） 

■優秀選手 

搏井沙織埼玉県選抜（大増中） 

安斉早紀埼玉県選抜（大増中） 

松本紗也香大分県選抜（明野中） 

平川愛里大分県選抜（原川中） 


■予選リーグ 
▼ A ブロック 


m (開催地） 33 (14-2、 19- 
熊本県26 (11—8、 15- 7) 15 
堺（開催地） 25 (12—7、 13- 
熊本県31(14-6、 17— 9) 15 
熊本県21(11-4、 10- 8) 12 
岐阜県25 (13 - 6 
▼ B ブロック 


3) 5 福島県 
岐阜県 

6) 13岐阜県 
福島県 
堺（開催地） 
12-15) 21福島県 


49 (24 - 5 
25 (13-9 


25-1) 6 
12- 7) 16 


30 (18-13、 12- 8) 21 
36 (25- 3、11~8)11 
32 (16-8、 16 — 11) 19 
31 (14- 7、 17- 6) 13 


埼玉県 
奈良県 
埼玉県 
奈良県 
埼玉県 
岡山県 
▼ C ブロック 

山口県25 (13— 6、12- 9) 15 
愛知県21 (8-9, 13-10) 19 
山口県35 (16-11、 19-12) 23 
愛知県27 (13—3、 14-4) 7 
愛知県20 (10-6、 10-10) 16 
東京都30 (13-16、 17-11) 27 
▼ D ブロック 

大分県46 (22- 5、 24-10) 15 
福井県23 (12-8、 11-4) 12 
大分県27 (14—9、 13 —14) 23 
京都府26 (13-10、 13-10) 20 
大分県25 (9-6、 16- 4) 10 
福井県29 (15—8、 14- 8) 16 
■準決勝 

埼玉県27 (13—12、 10-11) 24 
(2 — 0 延長 2-1) 

大分県26 (12-7、 14-8) 15 


北海道 

岡山県 

岡山県 

北海道 

奈良県 

北海道 

mm 

東京都 

東京都 

香川県 

山口県 

香川県 

岩手県 

京都府 

福井県 

岩手県 

京都府 

岩手県 

熊本県 

愛知県 


■決勝^! 

大分県24 (17 — 8、 7—13) 21 埼玉県 


【男子の部】 

■願位 

優勝愛知県選抜（愛知県は5年ぶり4回目の優勝) 

準優勝富山県選抜 
3 位奈良県選抜、大阪府選抜 

麗才 N ン P ック右岛頌丰 

信太弘樹茨域県選抜（麻生中） 

今元勇輝沖縄県選抜（小禄中） 

■最優秀選手 

金子拓磨愛知県選抜（笹島中） 

川添将典愛知県選抜（汐路中） 

土居良恵流愛知県選抜（御幸山中） 

藤 佑彌富山県選抜（西条中） 

■優秀選手 

東江太輝沖縄県選抜（神森中） 

植垣貴志大阪府選抜（大体大附中） 

石原裕奈良県選抜（上中） 

中里栄二岐阜県選抜（中山中） 


osAiiin ^ 


mi 



ECOLOGY 


置かな明日を切り開く、大崎マインド。 

限られた資源だから、有意義に使っていきたい。命あるものたちが共存する地球だから、快適な環境を守っていきたい。 

計測•制御の専門メーカーとして時代をリードする大崎は、ユニークな発想と探究心で省エネ、省力化機器など、つねに技術革新をこころがけています。 


大崎電気工業株式会社 

本社〒14卜8646東京都品川区東五反田ら2,7 丁£し(03)3443ワ171(代表） 


スコアール ■ 


第73回 JOC ジュニアオ0ツビ矽クカ沒ブ2004 
八汐 K ボール六会 

開催期日：平成16年12月26日（日）、27日（月）：予選リーグ、28日（火）：決勝トーナメント 
会 場：堺市家原大池体育館、堺市金岡公園体育館 


県県県県県県県道道県県道 
阜手手本本阜川海海川城海 
岐岩岩熊熊岐香北北香茨北 


mmm 県 isr 目ボ 

媛玉口玉玉媛 
愛埼山埼埼愛 
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2005年競技規則変更第 t 報 


平成 17 年 3 月 9 日 
(財)日本ハンドボール協会 
競技本部審判部•競技運営部 


国際ハンドボール連盟 (IHF) においては、本年は4年ごとに実施される競技規則変更の年にあたリ、従来の日程と同じく （2005 年)8月1日から新競技規 
則を実施する予定となっています。昨年秋の IHF 総会で採択された競技規則改正概要 (1 1項目）をもとに、今は旧 F の競技規則 • 審判委員会 (PRC) で新競技 
規則書の編纂が進められつつある段階です。この11項目について、平成17年1月30日に全国審判長会議で説明し、その内容を資料文書（第1報： 2月4 
日付）として配布いたしました。その後、 IHF/PRC から修正を加えた文書が公表されましたので、この内容を第2報として以下にお知らせします。 

わが国では大会年度の関係上、恒例として旧 F より8ヶ月遅れて翌年4月1日から新競技規則を実施してきました。しかし、国際舞台でのざらなる躍進 
を目指すナショナルチームにとって、新競技規則の実施の遅れがデメリットになるのは明らかです。一方、国内の諸大会では新競技規則の不徹底に起因す 
る混乱を極力回避しなければなりません。このような諸般の事情を考慮した上で、国内においても IHF と同じく本年8月1日から新競技規則を実施するこ 
とが（財）日本ハンドボール協会 (J.H.A.) 常務理事会で決定されました。したがって、通例よりも特に今回は、正確かつ可及的速やかに新競技規則を全国に 
浸透させる必要があります。事実、全国各地では4月早々から新競技規則で実施される諸大会も多いようです。一方で、わが国の J.H.A. 新競技規則書の作 
成にあたっては IHF 新競技規則書 (7 月上旬頃に発行か？）の内容を最終的に確認しなければならず、 J.H.A. 新競技規則書の発行は早くても本年の9月頃にな 
りそうです。このような実情を踏まえ、今後も J.H.A. ホームぺージをはじめ、いろいろな伝達媒体を活用して情報を全国に浸透させていきたいと考えています。 
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。なお、資料文書（第1報）の内容に関して J.H.A •審判部に寄せられた質問等については、同審判部から 
IHF/PRC 委員長の ChristerAhl 氏に E-mail で直接問い合わせ、その返答を下記資料の中に【注】として挿入しました。 

誤解や混乱が生じないよう、第1報と同じ文言を申し添えておきますが、 新競技規則の条文が IHF から公式に発表されたのではなくて、競技規則の主な 
変更点についての基本的な考え方と方向性が示されたものを情報として公開する 、という点に特にご留意ください。 

なお、 IHF/PRC から公表された文書の前文には、この11項目以外にも、小さな内容の変更があると記載されています。 

【第1報通達後に第2報が出されました。機関誌では最新情報をお伝えするために第1報は省略させていただきます。（機関誌委員会)】 


1. 競技時間の終了後におけるフリースローの実施について 

(延長戦も含めて）競技の前後半の終了時にフリースローを行う場合、 

交代が許されるのは攻轚側チームのプレーヤー1名のみであり、他の両 

チームのプレーヤーは誰も交代できない。さらに、攻擊側プレーヤーは 

(防御側プレーヤーと同樺に）スローを行うプレーヤーから少なくとも 

3 m 離れなければならない 

理由 ：競技時間の終了後のフリースローに際して、スローの実施までに 
狂言のような状態が長く続き、しかも実際に得点に結びつくことも少 
ない。これは競技の魅力をそぎ、苛立ちの種となっている。したがっ 
て、このようなスローを行う状況のスピードアップを図らなければな 
らない。 

解決策： 遅延の原因のひとつは、デイフェンス壁を作るために、防御側 
チームが背のよリ高いプレーヤ _ を起用することにある。このような 
防御側プレーヤーの交代を禁止する一方で、（スローを行わせたいプ 
レーヤーがベンチに控えている場合に）スローを行うチームに対して 
は1名のみの交代を許可する。防御側プレーヤーを惑わせようとして、 
スローを行うプレーヤーの周りに攻撃側プレーヤーが群がることも、 
遅延の一因となっている。結局のところ、ボールを所持できるのは1 
名のプレーヤーだけであり、ざらに他の攻撃側プレーヤーはボールに 
関与していないので、このような攻撃側プレーヤーの行為も禁止する。 

【注】この規定に対する違反はプレーヤーの不正交代に相当し、2分間 
退場が適用される。 

2. 競技の中断に際して、 

タイムキ_パーに時計を止める権限を与える i ： と 

(通常のケースとしてはチームタイムアウトや不正交代の場合であるが） 

タイムキーパー（または TD ) が笛を吹いたとき、レフェリーの合図や 

確認を待たずに、笛と同時に公示時計を止めなければならない。 

理由：チームタイムアウトや不正交代のためにタイムキーパーが笛を吹 
いても、レフェリーやプレーヤーには笛の音が聞こえず、競技が続行 
されてしまうケースが時折見られる。このような場合では時計は進ん 
だままになっているため、正しい競技時間の計測について混乱と物議 
をかもし出している。 

解決策： タイムキーパーが笛を吹いて競技を中断したときは、タイムキ 
ーパーは笛と同時に公示時計を止める。本規定の目的は、オフイシャ 
ル席の笛が鳴った後はいかなるプレーも無効であるにもかかわらず、 
その合図がレフェリーに聞こえなかったために時計が動いたままにな 
っているという状況を避けることにある。 

3* プレーヤーを14名に增員すること 

チームは14名までのプレーヤーで彳薄成される。 

理由： 4年前、 旧 F の競技規定として「14名のプレーヤー」を認めるこ 
とが決定されたが、競技規則書には明記されていなかった。しかし、 
各国協会の大多数は「治外法権」をうまく活用し、 H4 名のプレーヤ 
一」を国内大会でも認めていることは明らかである。このように広く 
支持されている流れに対して逆らい続けるとするならば、旧 F にはそ 
れ相応の理由が必要なはずである。 


解決策： IHF 主催の大会や多くの国々での実情を考慮して、1チームの 
プレーヤーの最大数を12名から14名に増やすことにする。よって、 
基本となる競技規則を「14名のプレーヤーを認める」と変更する。 

4 , 記録用紙へのプレーヤーの未記入が判明した場合の適切 
な罰則 

チーム資任者は、参加資格のあるプレーヤーだけがコートへの入場を許 

可されるという規定を順守しなければならない。この資務を果たさなか 

った場合、チーム貴任者によるスポーツマンシップに反する行為とみな 

し、16： Id , 16 :3 d および16 :6 b に則って段階的に罰則を適用する。 

理由： 記録用紙に記載されていないプレーヤーが出場していると分かっ 
た場合、当該プレーヤーの失格というあまりにも厳しく、かつ論議を 
呼ぶ罰則がこれまで適用されてきた。これはチーム管理上のミスであ 
リ、失格とすべき他の違反の根拠と比べても、この罰則はあまりにも 
重すぎる。さらに、ミスをしたのはチーム責任者であり、プレーヤー 
に罰則を適用するのは根本的に誤りである。プレーヤー各自が記録用 
紙に記載されていることを確認する必要はないはずである。 

解決策： 従来の競技規則では、記録用紙に記入されていないプレーヤー 
がコートに入場した場合は失格となっていた。しかし、チーム管理 上 
のミスに対しては、より理にかなった罰則を事実上の管理責任者に適 
用するべきである。したがって、このようなケースに際してはスポー 
ツマンシップに反する行為として、プレーヤーではなくてチーム責任 
者に対して罰則を適用し、失格ではなくて罰則を段階的に適用する。 
つまリ、それ以前にチーム役員が他の理由でどのような罰則を適用さ 
れていたか否かによって、警告 • 2分間退場 • 失格のいずれかが適用 ( 
されるということである。言い換えると、チーム役員がスボーツマン 
シップに反する行為を繰り返して既に2回も罰則 （1 回目は警告、2 
回目は2分間退場）を適用されているといった特殊なケースにおい 
ては、失格が適用されるということである。同様に、提出したメンバ 
一表に記載（試合登録）したチーム役員とプレーヤーしか交代地域に 
入ることができない、という規定を順守できなかった場合も、チーム 
責任者に段階罰を適用する。 

5. ピアスの禁止 

ピアスも、プレーヤーが身につけることを禁止する。 

理由： 他のプレーヤーに危険を及ぼす可能性のある物について、以前よ 
リ競技規則条文に列挙してきた。よリ現代的なもの、すなわちピアス 
を「危険なもの」とみなすかどうかについて関心が高まってきたが、 
条文に記載されていない。これに関連する旧 F 某委員会の意見では、 
明らかに外から見えるピアス（すなわちユニホームの下や口の中に隠 
れていないもの）は、危険物として禁止しなければならないという。 
指輪やイヤリングの場合と同様に、ピアスも取り外すか適切に覆い隠 
さなければならないと思われる。 

解決策： 該当する条文の中にピアスについても明記する。他のプレーヤ 
—を危険にさらすようなピアス、つまり「口の中やユニホームの下」 
に隠されていないピアスが問題である。突起のない指輪（フラットリ 
ング）や小さなイヤリングの場合と同様、外から見えるピアスについ 
ては、安全にテープで覆った場合に限り認められうる。 
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【注】 tu の中のピアスは許される。 

&タイミングが悪ければ、 

「経微な J プッシングであっても危険行為となる場合 

たとえ身体的衛挲の小さい軽微な違反であったとしても、無防備な相手 
の不意をつくタイミングで行われた場合は極めて危険であリ、しかも重 
大な結果を招く可能性があることに留意すべきである。特に、プレーヤ 
一がジャンプしている、または走っているときに、このような事象が起 
こりやすい。これは相手にとって危険そのものであリ、一見 g 微な身体 
接触であっても、臾格が適切かどうか勘案しなければならない。 

理由： 競技規則8 : 5において、相手に危害を及ぼすような違反にっい 
て列挙し、これに対しては失格としなければならないと明記している。 
従来、この条文では、力ずくで甚大な衝撃を与えるような違反（すな 
わち、強く押す、相手を殴る、足をひっかける、相手を床に引き落と 
す行為）について記載してきた。残念なことだが、プレーヤーの違反 
はだんだんと巧みになってきて、（特に、ジャンプしている、または 
走っている）相手が全く無防備でまさに不意を食らうような瞬間に、 
小さな衝撃ながらも決定的な打撃を与えるようになった。結果的に、 
わずかな身体接触によって、相手は受身の態勢を取れないまま床に落 
下することになる。このような違反行為は未然に防止しなければなら 
ず、したがって重い罰則の対象としなければならない。 

解決策：失格となる危険行為に関して、条文では明らかに力ずくで粗暴 
な行為を中心に記載されている。しかし、（ジャンプしている、走っ 
ている、相手が見えなくて受身の態勢が取れない、というように）相 
手が無防備の状態であれば、与えた衝撃が相対的に小さくても、極め 
て危険な行為となる可能性がある。この内容を注釈として加筆する予 
定であり、プレーヤー/コーチやレフエリーに注意を喚起する。（も 
ちろん、プレーヤー/コーチが f 命理的で責任ある態度でプレーするこ 
とが先決であろう。）同様の理由により、競技規則8 : 3にも以下を追 
記する。 

16:3【注】に示したように、特別な違反に対しては、プレーヤーが前 
もって普告となっていなくても、レフエリーはそのプレーヤーをすぐに 
退場（一発退場）とする権限を有している。押す、走って、またはジャ 
ンプして相手にぶつかる、といった遠反のうち、怪我を誘発させる危険 
性のより高いものについては、特に一発退場とすべきである。 

7. 各糧 スロー 間の不一致を訂正 

ゴールキーパースローを行ったゴールキーパーは、ボールが他のプレー 
ヤー か（相手チームの）ゴール に触れるまで、再びボールに触れること 
はできない。 

理由： フリースロー、 7 m スロー、スローインおよびスローオフに際し 
て、スローを行ったプレーヤーは（他のプレーヤーがボールに触れる 
前であっても）相手チームのゴールに当たって跳ね返ってきたボール 
に触れることが許される、と条文に明記されている。この規則をゴー 
ルキーノ\°—スローにも適用していなかったのは、条文の単純なミスで 
ある。 

解決策：ゴールキーパースローに際しても、スローを行ったゴールキー 
パーは（他のプレーヤーがボールに触れる前であっても）相手チーム 
のゴールに当たって跳ね返ってきた ボールに 触れることが許されると 
変更し、条文の整合性を図る。 

艮ボールが天井に当たった後の競技再開方法は、 

フリースローでは なく スロー イン 

コート上方の付属設備や天井にボールが触れた場合にもスローインを与 
える。最後にボールに触れなかったチームがスローインを行う。 

天井にボールが触れた後にスローインを行う場合、ボールが天井に触れ 
た位置から近い方のサイドライン上の最も近い地点よりスローを行う。 
理由： 2001年に競技規則を変更してレフエリースローを廃止し、ボー 
ルがコート上方の天井に触れた場合、最後にボールに触れなかったチ 
—ムのフリースローによって競技を再開することにした。しかし、フ 
リースローを行うチームが意図はないものの不当な利益を偶然に得て 
しまう（偶然にも不当に有利な位置から競技を再開することになる)、 
といったケースが散発しているようである。例えば、防御側プレーヤ 
一が近くに誰もいない状況で、ゴール正面からフリースローを行うケ 
ースがある。 

解決策：競技の再開方法をフリースローからスローインに変更し、ボー 
ルが天井に当たった場所から近い方のサイドライン上の最も近い地点 
よリスローを行うことにする。そうすれば、競技再開に向けて両チー 


ムは公平に準備態勢を取れるし、ボールが天井に触れてから競技再開 
までの遅れも生じない。 

9, ゴールエリア内における違反の後は v 
ゴールキーパースローで競技を再開 

ゴール ェリア内における違反に対しては、 ゴールキーパースロー により 

競技を再開する。 

理由： 攻撃側プレーヤーがゴールェリアに侵入し（あるいはゴールェリ 
アの床についているボールに触れ)、相手チームにフリースローが与 
えられた場合、競技再開の遅れやスロー位置の修正といった、つまら 
ない状況が生じている。つまり、ゴールキーパーがゴールェリア内で 
ボールを所持している状況はよくあるのに、フリースローを行うため 
にゴールェリア際の特定位置（ポイント）に移動しなければならない、 
という状況である。より簡便な方法によって競技を再開することが望 
まれる。 

解決策：単純化を目的として、ゴールェリアへの侵入というような違反 
に対してはゴールキーパースローで競技を再開することにする。すな 
わち、ゴールキーノ\°—がゴールェリア内の任意の位置からスローを行 
うのである。 

【注】前回の文書資料（第1報）で「ゴールキーパーはゴールェリア内 
からフリースローを行う」となっていたが、第2報で「ゴールキー 
パースローによリ競技を再開する」と改められた。これにより、従来 
の方法（コートプレーヤーやゴールキーパーがゴールェリア際のボイ 
ントからスローを行って競技を再開すること）は認められないことが 
明らかになった。 

10. 休激時間中の違反に対しても、 

敢技時間中と同じ方法で段睹的に額則を適用 

休憩時間中の違反に対しても2分間退場（および追放）を適用できる 

よう変更する。 

理由： かつて、ある種の罰則（特にコート上のプレーヤーの数が減らさ 
れることにつながるもの）は、競技時間中にコート内で生じた違反に 
対してのみ適用されていた。このような古い対処法については徐々に 
変更されてきている。例えば、現在ではベンチにいるプレーヤーに対 
して2分間退場とすることができるし、チーム役員に対しても2分 
間退場とすることができ、タイムアウト中やチームタイムアウト中で 
も通常どおり罰則が適用される。今や、一貫していない罰則適用の方 
法は、残リひとつだけとなった。すなわち、休憩時間中の罰則はイェ 
口一力ードかレッドカードのいずれかしかない点である（前回の競技 
規則変更時には、この点にまで考えが及ばなかったのである)。これは、 
以前に規定されていたチーム役員への罰則の適用方法におけるジレン 
マと、まさに同じである。つまり、イェローカードを既に挙げている 
場合、レフェリーは一気に過酷なレッドカードへとェスカレートする 
か、それとも性急な行動を避けて「見て見ぬ振り」をするか、極端な 
処置方法しか選択できないのである。今回の規則変更で、休憩時間 中 
の違反に対する両極端な処置方法のギャッブを、うまく埋められると 
よいであろう。 

解決策： 休憩時間中の違反に対しても、競技時間中の違反と同じシステ 
ムに則って判定すべきである。つまリ、チーム役員（場合によっては 
プレーヤーも同じ）が既に警告となっているとき、レフェリー（なら 
びに TD ) に（失格ではなくて）2分間退場を適用する余地を与える 
ということである。 

lL 7 m スローの 判定に療しては、 

状況を判断してタイムアウトを宣告 

7 m スローを判定したとき、レフェリーはタイムアウトを必ずしも取る 

必要はなく、状況を判断し、必要に応じてタイムアウトを取る。 

理由： 何年も前のことであるが、 7 m スローの判定に際して多大なる競 
技時間が浪費されていると判断され、必ずタイムアウトを取った方が 
より公平であろうということになった。しかし、このようなタイムア 
ウトの多くは無意味であリ、むしろ総競技時間の不要な延長を生み出 
したに過ぎないことが分かってきた。 

解決策： ゴールキーパーが交代する場合や一方のチームが明らかに遅延 
させる場合など、タイムアウトを取る方が適切なケースはあるであろ 
う。しかし、時間浪費の有無についてはレフェリーの常識的な判断に 
委ねることにし、7 m スローの実施前に実質的な遅れが生じる場合と、 
時計が止まらなければ一方のチームが不当に不利益を明らかに被る場 
合に限って、タイムアウトを取ることになる。 
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今年度の推薦は見送る。同賞に対する推薦 
候補者のリストを作成する。 

7. 文科省スポーツ功労者頻彰•国際大会優 
秀者候補推薦について 

今年度の推薦は見送る。同賞に対する推薦 
候補者のリストを作成する。 

8. 2005ワールドゲームズビーチハンドボー 
ル参加について 

IHF より表記大会の案内状が届き、担当参 
事に連絡を取り、出場意向を調査中。 



用を検討。 

4. 第4回技術委員会報告 

表記委員会の記録が提出された。 

5. ナシヨナルトレーニングセンター施設案 
ナシヨナルトレーニングセンターにハンド 

ボールコート2面取れる体育館が建設され 
る。完成は北京オリンピックの前年。 

6. 国民体育大会参加申込情報システム他ア 
ンケートについて 

日体協では試みとして岡山大会より登録を 


平成16年度1月常務理事会 

日時：平成17年1月22日（土） 

場所：東京体育館第3会議室 
出席者：山下副会長、市原副会長、大西専務 
理事、常務理事3名、監事2名、事 
務局4名 


9.2006 AHF 選手権及び予選について 

2006年の AHF 大会開催希望の開催日リ 
ストが送付され、今後検討する。 

10.タイハンドボール協会オープン選手権に 
ついて 

表記大会はプライべート大会であり日本協 
会としては チームの 派遣は行わない。 チーム 
の 条件はない ので HP を通して全国に告知す 
る。 


ウヱブ上で行えるようにする。尚、原本は郵 
送する。アンケートに関しては担当常務理事 
が回答を行った。 

7. 平成16年度スポーツコーチサミットにつ 
いて 

表記サミットが案内され、各セクションか 
らの参加が要請された。 

8. 大会結果 

①第56回全日本総合選手権大会 


山下副会長より年頭の挨拶の後、議事には 
いる。 

|雙 f 生 

1. 平成17年度事業計画（案）について 
事業計画（案）が提示され、担当常務理事 

より説明がなされた。更に具体化させ再度各 
担当常務理事で検討し、1月中に事務局長宛 
提出する。 

2. 平成17年度事業予算（案）について 

資料により説明が成された。本案は強化を 
重点に編成。 

3. 規定集について 

前回理事会において配付した資料を評議 
員、理事会で検討、了解を得て4月に発行 
する。 

4. 平成17年度スポーツ指導者海外研修事業 
等募集について 

今年度の推薦は見送るとした。 

5. 平成17年度専任コーチ、ジュニア強化コ 
—チ人選について 

専任コーチにはチェニジア世界選手権の結 
果を見て松井氏を、ジュニア強化コーチには 
蒲生氏、玉村氏を推薦する。 

6. 2004ミズノスポーツメントール賞候補者 
推薦について 


11. 日体協新評議員選任について 

来年度は日本協会も役員改選の年なので評 
議員会後に決定する。 JOC 評議員は会長を推 
薦。人選については専務理事に一任。 

12. その他 

評議員会は本来評議員会から協会運営の意 
見を会長が聞くので、会長のみが出席すれば 
よいことになっているが、日本協会では慣例 
として常務理事も同席していた。今年度例年 
通りで、今後形式を検討する。 

『報告事項11 

1. 平成17年度スポーツ拠点づくリ申請資料 

表記事業について都道府県協会に打診した 
ところ4件立候補があり、条件等を考慮し、 
日本協会として氷見市の全国中学生大会を推 
薦した。 

2. 平成17年度登録について（登録業務必携 
案） 

2月20日に各都道府県事務担当者会議を 
開催。来年度の大きな変更点は、国体関係で 
成年について「ふるさと選手」制度が導入さ 
れ、そのため関連し登録用紙を一部変更。 

3. 平成18年度登録証案（クラブニツボン • 
ポイントカード）について 

登録証についてクラブニツボンカードの利 


② 第13回 JOC ジュニアオリンピックカップ, 
2004 

③ 第17回男子世界学生選手権•女子ユース、 
U 19、 U 23 名簿 

9. 大会予定 

① 第19回男子世界選手権：本大会へは14 
名参加、2名は大会前に帰国。 

② 全日本実業団チャレンジ2005高知大会， 

10. 平成16年度スポーツ安全協会普及委託 

機関誌3月号に広告を掲載する。 

11. がんばれハンドボール10万人会 

資料により説明がなされた。 


平成16年度審判部合同会議報告 


日時：平成17年1月29日（土） *30 日（日） 
場所：国立スポーツ科学センター 
出席者：競技部長 • 審判部長 • 審判審査指導 ( 
委員 • 競技規則研究委員長 • 国際委 
員長 • 視聴覚委員長 • 日本リーグ審 
判委員長 • 総務委員長及び委員•各 
連盟審判部長 • 各ブロック審判部長 


報告事項 


①平成16年度の審判員の海外派遣実績 


KIRIN 


時代を超えた、昭和のラガー^ 


本リンクラシックラガ 


飲酒は20歳になってから。お酒は楽し《ほどほどに。のんだあとはリサイクル。 

www.kirin.co.jp/chugoku f リン t_- ル株式会社中国地区本部 


戀 
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協会だよリ 


② トップレフエリー研修会に実施概要 

③ 公認 A 級の審査結果報告 

④ JHA レフ x リー コース 前期9名の参加者 
の状況を報告 

⑤ 各ブロック活動報告 

⑥ 各連盟活動報告 

⑧競技規則研究委員会報告 

⑦ 日本リーグ審判員会より報告 
® 視聴覚委員会報告 

:審_議 f 項」： 

① 平成16年度 JHA レフエリーコース後期ス 
ケジュールについて 

関東大学チームによるプレ マッ チをモデル 
にし、3月末に実施することを承認。 

② 平成16年度実業団チャレンジカップにつ 
いて 

開催地区の四国で8ペア選出した審判団 
を承認。 

③ 平成16年度全国高校選抜大会について 
勤務環境の関係で、予定した審判員のうち、 

2ペア參加できない状態になり、変更が承認。 

④ 平成17年度事業計画と予算に ついて 
常務理事会に提出された事業計画並びに予 

算が資料にて示され、承認。 

⑤ 平成17年度公認 A • B 級審判員審査につ 
いて 

•平成17年度上級審査申請者 
A 級19名申請書類審査合格19名 
実技審査は、5月福岡県で行なわれる西 
日本学生大会とする。 

B 級57名申請書類審査合格50名 
実技審査は各ブロック内で行なわれるブ 
ロック大会とする。 

書類不合格者の中で、公式試合 • 全国大 
会 • ブロック大会の分類に誤解が生じている 
ため、書類にて分類を示す。都道府県内ある 
いはブロック内での周知徹底を要請。 

⑥ 平成17年度全日本大会審判員割当及び日 
本リーグ審判員の推薦について 

各都道府県からブロック審判長への推薦提 
出を2月15日、ブロック審判長から日本協 
会審判長への提出を3月10日までに完了。 
富山県氷見市で来年3月に開催される中学生 
大会が増えることの説明。 


審判の選出方法は従来の選出方法を踏襲す 
ることで承認。 

⑦平成17年度トップレフェリー研修会につ 
いて 

過去の実績と平成16年度の実績が資料で 
示され、平成17年度の研修会について検討。 

® NTS ブロックトレーニング時の審判講習 
会について 

トップレフェリー研修会は軌道に乗ってき 
たが、底辺の資質向上を目指した審判講習会 
が手薄になってきた。予ねてから話題になっ 
ていた NTS ブロックトレーニングを活用し 
て講習会を開催する提案がなされた。受講者 
負担を出来うる限り軽減する努力をすること 
で承認。 

⑨ 競技規則改正内容と実施時期について 

資料と映像により解説、説明され、実施時 
期を平成17年8月1日とすることを通達。 
各地域への伝達は、1月30日の全国審判長 
会議及び各ブロック説明会に於いて徹底す 
る。 

⑩ IHF / PRC 発行の段階的罰則の映像につい 
て 

視聴覚委員会にて日本語バージョンに編成 
した映像と、審判部の解説書を資料として、 
全映像を観察し質疑応答の後全国に説明伝達 
することを承認、0 

⑪その他 

• 「がんばれハンドボール10万人会」の現 
状を示した資料を基に、会員確保の努力の要 
請 。 

• IHF ニュースを配布し、世界の現状を説明。 
• 平成16年度審判員登録状況の資料説明。 


全国審判長会議 

日時：平成17年1月30日（日） 

場所：国立スポーツ科学センター 
出席者：審判部長、副部長、審判審査指導委 
員、競技規則研究委員長、国際委員 
会委員長、視聴覚委員会委員長、日 
本リーグ審判員会委員長、審判総務 
委員、各ブロック審判部長、各連盟 
審判部長、各都道府県協会審判部長 


;! ...... 内容」： 

① 競技規則改正点の解説および実施時期につ 
いて 

資料と映像により解説説明し、実施時期を 
平成17年8月1日とすることを通達。各都 
道府県内に於いて、審判員及び指導者を対象 
とした伝達講習会を速やかに実施するよう通 
達。 

② 全国大会担当審判員、日本リーグ担当審判 
員について 

はじめに、来年3月に富山県氷見市で約 
100チーム集まる中学生大会が新設される 
ことの説明がなされた。 

担当審判員の推薦は従来の選出方法を踏襲 
することを説明。 

各都道府県からブロック審判長への推薦提 
出を2月15日まで、ブロック審判長から日 
本協会審判長への提出を3月10日までに完 
了。発表後転勤等で移動があった場合には速 
やかに連絡するよう協力を要請。 

③ NTS ブロックトレーニング時の審判講習 
会について 

トップレフェリー研修会は軌道に乗ってき 
たが、底辺の資質向上を目指した審判講習会 
が手薄になってきた。予ねてから話題になっ 
ていた NTS ブロックトレーニングを活用し 
て講習会を開催することを説明。経費節約の 
観点から、講師旅費を受講者で負担すること 
を念頭においておくことを説明。 

④ IHF/PRC 発行の段階的罰則の映像につい 
て 

視聴覚委員会にて日本語バージ H ンに編成 
した映像と、審判部の解説書を資料として、 
全映像を観察し質疑応答の後、地元審判員並 
びにチーム指導者に説明伝達するよう要請。 
日本語に編集した DVD を各都道府県10部 
ずつ頒布。 

⑤ 登録申請について 

上級申請、終身審判員、年度登録について 
遺漏なきよう要請。 

⑥ その他 

審判グッズの販売協力、がんばれハンドボ 
ール10万人会会員確保協力等の協力要請。 


暮らしの夢をひろげたい。 



時代の流れとともに、刻々と変化するお客様のニーズ。 

数ある商品の中から、常に新しい価 jg を厳選してお届けするイズミは、 
流通のエキスバートとして、暮らしのバートナーとして、 

お客様とともに暮らしの夢をさらにひろげた t 、と 考えて v 、ます。 

もっと大きな明日へ。 動き続けるイ ズミです。 



株式会社* 

本社/〒732—0828 
広愚市南区京橋町 2-22 
TEL (082) 264-3211 ( ft ) 


— 21 — 













がんゆ IWO トボ叫し 10 万人会「»ポ_卜金具 J 2月入書 • 維綾会員 

【山形】五島訓二【群馬】関口晴久、永井栄子【神奈川】中丸英一、田村修治、宜保毅、宜保紀子【石川】寺垣俊彦 
【三重】池辺健二 


【4月0> 行學9定】 


mm . 

4月2日（土）常務理事会(東京) 


【炫】 .... 

4月7日（木)〜11日（月) 

第2回東アジアクラブ選手権(男女）（中国) 


訂正 

3月号 ■ 世界学生特集の記事に誤りがありました。お詫びして訂正致します。 

12月 30 E ( 木）個人得点：兼本1点未記載 

12月31日（金）試合結果：クロアチア（誤）—中国（正） 

1月3日（月）試合結果：日本33 (15—17、18— 12) 32トルコ（誤） 

4 

日本33 (15-17、 18-12) 29トルコ（正) 

1月3日（月〉個人得点：正しくは、岩永、門山、東長演7点、猪妻5点、内田4点、武藤2点、兼本1点 


HAND BALL CONTENTS Mar 


2005年度始動普及、育成、強化、そして北京へ 
. 渡邊佳英1 


平成17年度事業計画 . 2 

平成17年度国内•国際大会日程 . 5 

詳報第19回男子世界選手権 


蒲生晴明/松井幸嗣/中川善雄/坪根敏宏/松林克明……6 
JOC ジュニアオリンピクカップハンドボール大会 

逢阪静男/纈纈充/土居良恵流/藤下雅土/松本紗也…10 


連載51: NTS 2004報告 . 栗山雅倫13 

フリースロー：鈴をつける妙案は . 早川文司14 


酒卷清治のヨーロッパ•ハンドボール事情③ . 16 

山田永子のノルウェー研修日記② . 17 

世界の女王•林五卿の提言（下） 

日本が世界ではばたくために . 18 

第9回アジア男子ジュニア選手権報告 . 滝川一徳20 

スコアールーム：第 13 回 J 0 C ジュニアオリンピックカップ 2004 

ハンドボール大会 . 23 

2005年競技規則変更第2報 . 24 

協会だより . 26 

10万人会2月会員/4月の行事予定/目次 . 28 


(登録チームの購読料は登録料に含む) 
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AMOIU 1 


IK ENTERPRISE CO .. LTD . 


■ 


株式会社エモック■エンタープライズ 
国土交通大臣登録一種旅行業114 4号 
(社)日本旅行業協会 （ JATA ) 正会員 

東京本社〒 105-0003 東京都港区西新橋1丁目19番3号第2双葉ビル2階 

TEL 03-3507-9777 FAX 03-3507-9771 

大阪支店亍 541-0048 大阪市中央区瓦町 4-3-14 御堂アーバンライフ1002号 

TEL 06-6203-7999 FAX 06-6203-7991 
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高いグリップカを実現！ 

ミカサの人工皮革ハンドボール 



HVN300 


検定球3号、人工皮革 
男子(一般•大学•高校) 


HVN200 


検定球2号、人工皮革 
女子(一般*大学•高校） • 中学校 


( HVN 300 /HVN 200の特徴 


1人工皮革 

ソフトな触感と抜群のグリップカを発揮するハンド 
ボール 専用の 人工 皮革 

2フオー厶層 

特殊フォームが衝撃をやわらげ、触感を向上させ 
ハンドリング性能が向上します 

3 ! 補強 B 

柔軟性と強度をあわせ持った特殊補強布が丸さと 
サイズを保ちます 

4_ラバーチュー づ 

バルブ落下防止構造のラテックスチューブは、柔軟で 
リバウンド性能に優れます 
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SPORTS EVERY DAY! 


三カサ 

〒7 33-0 0 02 広島市西 E 楠木町 3-11-2 TEL. 0 8 2-2 3 7-5 14 5 FAX. 0 8 2-2 3 8-1 2 5 2 WWW.mikasasportS.CO.ip 


























世界の空へ、笑顔を乗せて。 
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